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１ 令和５年度の実績概要 



1 

 

令和５年度の実績概要 

（１）市の人口構成 

区分 総人口 
 

年少人口 総人口に占める割合 

平成 30 年度 １９８，９６５人 ２６，２３９人 １３．２％ 

令和元年度 ２００，２７５人 ２５，９４９人 １３．０％ 

令和２年度 ２０２，５６１人 ２６，００２人 １２．８％ 

令和３年度 ２０３，５２４人 ２５，７０４人 １２．６％ 

令和４年度 ２０４，８１８人 ２５，４５５人 １２．４％ 

令和５年度 ２０５，９６５人 ２５，０１３人 １２．１％ 

前年度比 １，１４７人 △４４２人 △０．３％ 

 

（２）基本目標における各事業の実施状況 

事業数は７１事業であるが，一部の事業については複数の課が所管しており，それぞれ評

価を行っていることから，評価対象は８１事業となる。 

※ 事業内容や個別評価は，４ページからの「基本目標における各事業の実施状況」のと

おり 

【各課評価の集計】 

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計 

事業数 ４７ ２９ ４ １ ０ ８１ 

全体に占

める割合 
５８．０％ ３５．８％ ４．９％ １．３％ ０．０％ １００％ 

 

A：達成   B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い  

C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い  D：未実施 

E：休止・廃止 
  

 

【基本目標評価】 

※1 A評価の事業数と B評価の事業数が全体の 75％以上で○とし，更に A評価の事業の割合

が 75％以上の場合は◎とする。 

基本目標Ⅰ 子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。 

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計 

事業数 ６ １１ ０ ０ ０ １７ 

全体に占

める割合 
３５．３％ ６４．７％ ０％ ０％ ０％ １００％ 

総合 

評価 
〇 

◎：基本目標に対して，十分な成果が得られた。 

○：基本目標に対して，おおむね成果が得られた。 

△：基本目標に対して，十分な成果が得られなかった。 

 

（各年度末時点） 
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基本目標Ⅱ 安心して子供を生み、子育てできる環境を整えます。 

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計 

事業数 ２４ １１ ４ １ ０ ４０ 

全体に占

める割合 
６０．０％ ２７．５％ １０．０％ ２．５％ ０．０％ １００％ 

総合 

評価 
〇 

◎：基本目標に対して，十分な成果が得られた。 

○：基本目標に対して，おおむね成果が得られた。 

△：基本目標に対して，十分な成果が得られなかった。 

 

基本目標Ⅲ さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。 

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計 

事業数 １７ ７ ０ ０ ０ ２４ 

全体に占

める割合 
７０．８％ ２９.２％ ０％ ０％ ０％ １００％ 

総合 

評価 
〇 

◎：基本目標に対して，十分な成果が得られた。 

○：基本目標に対して，おおむね成果が得られた。 

△：基本目標に対して，十分な成果が得られなかった。 

 

（３）教育・保育に関する量の見込みと確保方策 

教育・保育施設等整備の実施状況は，４５～５３ページのとおりとなる。 

新制度幼稚園への移行，認定こども園への移行等により，１号認定の定員は３６６人減少

し，２号認定の定員は１０人増加，３号認定の定員は１４１人増加した。 

 

（４）地域子ども・子育て支援事業に関する量の見込みと確保方策 

地域子ども・子育て支援事業の実施状況は，５４～５９ページのとおりとなる。 

 

評 価 Ａ Ｂ Ｃ ― 合計 

事業数 ８ ４ １ １ １４ 

全体に占

める割合 
５７．２％ ２８．６％ ７．１％ ７．１％ １００％ 

総合 

評価 
○ 

◎：目標事業量に十分達している。 

○：目標事業量におおむね達している。 

△：目標事業量に達していない。 

※1 A評価の事業数と B評価の事業数が全体の 75％以上で○とし，更に A評価の事業の割合

が 75％以上の場合は◎とする。 

※2 「－」は目標事業量の設定がない事業 

  



3 

 

（５）待機児童の状況 

年齢区分 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

待機児童数 7人 11人 10人 15人 0人 2人 45人 

  

 待機児童数は申し込み者数から入園者数を差し引いた数だが，国基準により，育児休業中

の場合や，他に利用可能な保育所等があるのに特定の保育所等を希望し待機している場合等

を除いており，毎年国より報告を求められている。 

 

※ 「他に利用可能な保育所等」とは，開所時間が保護者の需要に合っており，通常の交通

手段により自宅から２０～３０分未満で登園可能な保育所等のこと。 

 

≪参考：令和６年４月１日現在≫ 

年齢区分 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

待機児童数 0人 4人 2人 8人 0人 0人 14人 

 

 

（令和５年４月１時点） 

※ 



 

 

 

 

 

 

 

２ 基本目標における各事業の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B C B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A B B

施策の方向 （１）教育・保育施設等の整備

事業概要
全ての子どもが，発達段階に応じた幼児期の教育・保育を受けることができるよう，量の見込みに対応した確保方策を基本と
しつつ，保育ニーズの実態に応じた必要な受け皿を確保します。

担当課 子育て支援課

１　事業の概要

1101 Ⅰ－（１）－１ 教育・保育施設等の整備事業

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

令和５年度４月１日時点での国基準待機児童数が４５人であったことから，認可保育所の増築整備，公立保育園の定員増，公募による小規模
保育事業所整備を行い，１４４人分の保育の受け皿を確保した。

【認可保育所】
　緑が丘こひつじ保育園　　　　　　　　５０人（０歳児：１人，１歳児：１０人，２歳児：１０人，３歳児：１０人，４歳児：１０人，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５歳児：９人）

【小規模保育事業所】
　RuRi緑が丘第二保育園　　  　　　　　１９人（１歳児：９人，２歳児：１０人）
　RuRi八千代中央保育園　　  　　　　　１９人（１歳児：９人，２歳児：１０人）
　緑が丘みらい保育園　　　　　　　　　１９人（１歳児：９人，２歳児：１０人）
　スクルドエンジェル保育園八千代台園　１９人（０歳児：３人，１歳児：８人，２歳児：８人）

【公立保育園】
　八千代台南保育園　　　　　　　　　　１８人（２歳児：１８人）

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

公募による，小規模保育事業所の整備を実施予定です。

２　事業の実施状況

令和5年度に実施した事業内容

事業対象者
就学前の子どもとその保護者，特定教育・保育施設等設置・運営事
業者

過年度の
事業評価

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （１）教育・保育施設等の整備

事業概要
全ての子どもが，発達段階に応じた幼児期の教育・保育を受けることができるよう，量の見込みに対応した確保方策を基本と
しつつ，保育ニーズの実態に応じた必要な受け皿を確保します。

１　事業の概要

1101 Ⅰ－（１）－１ 教育・保育施設等の整備事業

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

令和5年度に実施した事業内容

・適正な量の見込みの把握に努めるとともに，新規整備による受け皿拡大を図るため民間事業者との調整を行った。
・既存施設を最大限活用するため，保育士の処遇改善事業（八千代手当）に加え，幼稚園教諭の処遇改善事業を実施し，民間教育・保育施設
における人材確保を図った。また，新規整備や既存施設の増改築などにより，さらなる人材が必要となったことから，新たに保育士宿舎借上
支援事業を実施し，児童の受け皿確保を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 子育て世帯，特定教育・保育施設等設置運営事業者
過年度の
事業評価

令和６年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　引き続き保育士及び幼稚園教諭の処遇改善に努め，児童の受け皿の拡充に取り組みます。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （２）公立保育園の効果的な活用

事業概要
低年齢児に待機児童が多い状況を鑑みて，既存の教育・保育施設と連携を図り，公立保育園で低年齢児の受け入れを中心に
行っていくなど，待機児童の解消に向けて，さまざまな取り組みを検討します。

１　事業の概要

1202 Ⅰ－（２）－２ 公立保育園を活用した待機児童対策

令和5年度に実施した事業内容

　子育て世帯に対して実施した「八千代市子ども・子育て支援に関するアンケート調査（ニーズ調査）」の結果から，低年齢児についての保
育ニーズを把握し，子ども保育課に提供した。
なお，既存公立保育園の低年齢児移行については，令和5年度も八千代台南保育園の実施状況を確認した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子育て支援課

２　事業の実施状況

事業対象者
就学前の子どもとその保護者，特定教育・保育施設等設置・運営事
業者

過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （２）公立保育園の効果的な活用

事業概要
低年齢児に待機児童が多い状況を鑑みて，既存の教育・保育施設と連携を図り，公立保育園で低年齢児の受け入れを中心に
行っていくなど，待機児童の解消に向けて，さまざまな取り組みを検討します。

令和６年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　各公立保育園と特定教育・保育施設等の状況や待機児童を勘案し，子ども保育課と協議を行いながら，待機児童
解消に資する対応が可能か検討します。

１　事業の概要

1202 Ⅰ－（２）－２ 公立保育園を活用した待機児童対策

令和5年度に実施した事業内容

・八千代台南保育園における2歳児クラスの受け入れ人数を１8人から３6人に拡大するため，トイレ，床，建具等の改修，空調及び調理器具
の更新，駐車場整備工事を実施した。また，卒園予定児に向け提携先施設のあっせんをした。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 子育て世帯
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
拡大した定員分の児童を安定的に受け入れるため，保育士の確保に努める。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （２）公立保育園の効果的な活用

事業概要
公立保育園の効率的かつ持続的な運営を確保するため，利用者の地域的な偏在や待機児童の状況を見極めつつ，定員及び施設
配置など公立保育園のあり方の見直しに取り組みます。

１　事業の概要

1203 Ⅰ－（２）－３ 公立保育園の定員及び配置の見直し

令和5年度に実施した事業内容

　利用者のニーズと民間保育園等の児童受け入れ状況を見極め，短期的視点では公立保育園の利用調整が行えるよう柔軟な対応を行い，長期
的視点においては利用者推移予測に基づき公立保育園のあり方を検討した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 公立保育園
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （２）公立保育園の効果的な活用

事業概要 日曜・祝日等に保育が必要な児童を公立保育園で保育します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　保育ニーズの把握に努め，公立保育園のあり方について随時見直しを行います。

１　事業の概要

1204 Ⅰ－（２）－４ 休日保育の実施

令和5年度に実施した事業内容

・保育園等利用児童とその保護者に対して休日保育を提供し，就労等の支援を行った。
・予約時の利便性向上のため，ちば電子申請システムを用いた受付システムを構築した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 保育園等利用児童とその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　休日保育を継続して実施します。

6



整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

D B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （３）教育・保育の質の向上

事業概要
市内の幼稚園教諭，保育士，小学校教諭，各療育機関等の職員を対象に研修会・講習会等を実施し，教育・保育関係者のスキ
ルアップ及び専門性の向上を図ります。

１　事業の概要

1305 Ⅰ－（３）－５ 研修等による資質の向上

令和5年度に実施した事業内容

公立保育園保育士を対象とする次の各種研修を行った。
・新人研修
・ミドルリーダー保育士研修
・縦割り保育研修
・子どもの主体性について（ｗeb研修）
・保育現場として考える子どもの権利及び人権について
・現代的な子どもを取り巻く問題への注目
公立，私立保育園の保育士等を対象に，八千代医療センター医師によるエピペン・アナフィラキシー研修会を開催した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者
市内の各施設に勤務する幼稚園教諭，保育士，小学校教諭，各療育
機関等の職員

過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （３）教育・保育の質の向上

事業概要
幼稚園教諭及び保育士が参加する合同研修会を開催するなど，市内の幼稚園と保育園等が連携し，成長段階に応じた幼児教
育・保育について，情報共有を図るための機会を提供します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　幼稚園教諭・保育士合同研修会の開催を検討します。
　小学校教諭，各療育機関等の職員も含めた研修会，講習会等の実施に向けて取り組みます。

１　事業の概要

1306 Ⅰ－（３）－６ 幼稚園と保育園等の連携・情報共有

令和5年度に実施した事業内容

八千代市幼稚園教諭・保育士合同研修会　　参加者：103名
テーマ:「気になる子」とのコミュニケーション
・開催日時：令和５年8月8日(火)午後5時30分～午後7時30分
・場所：八千代市役所　別館2階　第１・２会議室
・講師：植草学園短期大学　こども未来学科　教授　堀　彰人
・代表理事　掛礼逸美氏
・対象者:市内関連施設職員(保育園．幼稚園，認定こども園，小規模保育事業所，子ども支援センターすてっぷ21，児童発達支援センター)

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 市内の各施設に勤務する幼稚園教諭及び保育士
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　幼稚園教諭・保育士合同研修会を情報共有を図るための機会を提供するため開催します。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （３）教育・保育の質の向上

事業概要
子どもの発達や学びの連続性を保障するため，幼児と児童の交流活動等を推進するほか，国が示す「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を関係機関と共有し，意見交換を図る場を設置するなど，幼稚園や保育園等と小学校の円滑な接続に努めま
す。

１　事業の概要

1307 Ⅰ－（３）－７ 幼稚園・保育園等と小学校との円滑な接続

令和5年度に実施した事業内容

〇保育園においては，年長児の子どもの発育に係る事項，子どもの健康状態，養護，教育に係る事項が記載されている保育要録を進学先の小
学校，特別支援学校へ送付すると共に必要に応じて電話や訪問を行い情報共有を行った。
〇コロナ禍明けであり，直接的な交流は出来なかったが，次年度に向けて，各地域の公立保育園長が小学校及び教頭に挨拶へ伺い，児童及び
園児の交流についての働きかけを行えた地域もあり今後に繋いでいった。。
〇県主催の教員2，3年目の研修で義務づけられている他校種体験研修で，所属校近隣の幼稚園・保育園において教員参観を受入れた際に，指
導方法等を享受し連携に繋いだ。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課（保育園含む）

２　事業の実施状況

事業対象者 幼稚園教諭・保育士等，小学校教諭，各療育機関等の職員
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （３）教育・保育の質の向上

事業概要
子どもの発達や学びの連続性を保障するため，幼児と児童の交流活動等を推進するほか，国が示す「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を関係機関と共有し，意見交換を図る場を設置するなど，幼稚園や保育園等と小学校の円滑な接続に努めま
す。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

「幼保小架け橋プログラム」を進めていくにあたり，(仮称)幼保小連携検討委員会の設置に向け，保育園等から交流
の事例検討・アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムの案等を教育委員会指導課と共に提案してきます。

１　事業の概要

1307 Ⅰ－（３）－７ 幼稚園・保育園等と小学校との円滑な接続

令和5年度に実施した事業内容

子ども保育課と，八千代市の幼保連携の在り方について協議を進めている。
また，初若年者の研修に位置付けられている他校種体験研修において，所属校近隣の幼稚園・保育園で研修を行った。
さらに，小学校児童と近隣の幼稚園や保育園の園児との交流を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 指導課（学校含む）

２　事業の実施状況

事業対象者 児童および幼児
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

多くの学校で，市内の幼稚園，保育園との交流が行われた。
また，夏期休業を利用した職員研修の中にも，「スタートカリキュラム」について学ぶ研修を企画する。
さらに，教育センター主催の初若年者対象の研修にて，他校種の実態や指導方法を知るために，幼稚園や保育園で
の研修を行っている。
今後も，子ども保育課と連携して「幼保小架け橋プログラム」を進めていく。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （３）教育・保育の質の向上

事業概要
特定教育・保育施設等に対する指導監査について，効率的かつ効果的な実施方法等を検討します。また，関係法令等に基づき
適切な指導・助言を行い，教育・保育の質の向上に努めます。

１　事業の概要

1308 Ⅰ－（３）－８ 教育・保育施設等への指導監査の実施

令和5年度に実施した事業内容

　教育・保育の質の向上を図るため，関係法令等に基づく教育・保育等の提供について，上記事業対象者に対する監査を実施した。

　実施施設数
　１　小規模保育事業所　　　　　　　　　13施設
　２　特定教育・保育施設　　　　　　　　  2施設
　３　放課後児童健全育成事業実施施設　　 ４施設

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子育て支援課

２　事業の実施状況

事業対象者
家庭的保育事業等実施者，特定教育・保育施設設置者，特定地域型
保育事業実施者，特定子ども・子育て支援施設等設置者，放課後児
童健全育成事業実施者

過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （４）子どもが豊かに育つ教育の充実

事業概要
実践している幼児教育の取り組みが，市民に分かりやすく伝わる手法を検討するほか，社会の動向を見極め，保護者の意向も
考慮しながら，八千代市の実態に即した特色ある幼児教育について調査・研究を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　効率的に実施することができるよう重点監査項目や調書等の改正について検討を進めます。

　実施予定施設数
　１　小規模保育事業所　　　　　　　　１7施設
　２　特定地域型保育施設　　　　　　　　１施設
　３　放課後児童健全育成事業実施施設　　２施設

１　事業の概要

1409 Ⅰ－（４）－９ 公立保育園における幼児教育の充実

令和5年度に実施した事業内容

・質の高いよりよい保育園作りのため「八千代市新保育ガイドライン」に幼児教育についての記載を行い改訂した。また，専門家のweb研修
や新人研修，中堅職員研修等を通じて，更なる幼児教育の充実を目指し進めていった。

・子どもたちの主体性を尊重した教育への取り組み及び保育の活動や気づき等を写真で見える化したドキュメンテーションを作成し，職員で
保育内容を振り返り，語り合う手立てとし保育の質の向上を図った。また，ドキュメンテーションを掲示することにより保護者へ子どもの成
長を伝え保育を理解してもらえるよう努めた。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課（保育園）

２　事業の実施状況

事業対象者 保育士・看護師・栄養士・調理師　他
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　新保育所保育指針を踏まえ，質の高い保育が日々実践されるよう，研修を実施し，保育の質の維持・向上に努め
ます。
　また，保育の様子を見える形で保護者に伝えていきます。

9



整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （４）子どもが豊かに育つ教育の充実

事業概要
子どもを対象とした講座や子育てに関する勉強会，親子レクリエーション等を実施し，参加者に満足してもらえる事業展開に
努めます。

１　事業の概要

1410 Ⅰ－（４）－１０ 子ども向け講座等の実施

令和5年度に実施した事業内容

・公民館主催講座として，９公民館において実施した内容

【青少年対象講座】
（大和田）夏休み子どもマジックシヨウ！　他１件　　（阿蘇）夏休み講座「夜の自然探検！」　他３件　　（高津）市教研の日かぎ編み
（5・6月コース）　他１２件　　（勝田台）夏休み水彩画教室　他１件　　（八千代台）楽しいゆび織りXmasプレゼントにスヌードを編も
う！　他１件　　（村上）夏休み水彩画教室　他３件　　（睦）夏休み読み聞かせとおもしろ教室　他３件　　（八千代台東南）マジックに
チャレンジ　他１件　　（緑が丘）夏休み子ども教室「絵手紙を描いてみよう」　他５件
【親子対象講座】
（大和田）大和田図書館・公民館共催　夏の親子でチャレンジ　他２件　（阿蘇）親子でクッキング～ピザを作ろう！～　他２件　（高津）
１歳児親子学級　　（勝田台）太陽光でクッキング　他２件　　（八千代台）夏休み親deはたおり　他３件　　（村上）親子陶芸教室　他２
件　　（八千代台東南）東南０歳児教室　他４件　　（緑が丘）１歳児親子学級　月曜日クラス　他１件
　

・青少年対象講座では，学校や家庭で体験できないような内容の講座を実施し，子どもの興味関心・創造性を育むことを目的としている。
・親子対象講座では，親子で楽しめる遊びを通し，子どもの発達段階に合わせた親の関わり方や，子育てについて考える機会と親同士の交流
の場を提供することを目的として開催している。また，親子で物づくりや楽しさや様々な体験を通し，コミュニケーションを図る機会の一助
とし，親子の触れ合いを深めてもらうことを目的としている。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 生涯学習振興課（八千代台東南公民館）

２　事業の実施状況

事業対象者 子ども及び親子
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （５）学校生活における相談支援

事業概要
千葉県が配置している臨床心理に関し，専門的な知識・経験を有するスクールカウンセラーが，児童・生徒の相談に応じ，サ
ポートします。

令和６年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

【青少年対象講座】夏休みなどの長期の休暇を利用した体験教室など　5０講座
【親子対象講座】親子でたのしめる講座など　2６講座

１　事業の概要

1511 Ⅰ－（５）－１１ スクールカウンセラーによる相談の実施

令和5年度に実施した事業内容

　臨床心理に関して高度で専門的な知識・経験を有したスクールカウンセラーが児童生徒及びその保護者・教職員に対して心理面でのサポー
トを目的としてカウンセリングを行った。
　令和5年度は，市内全小中義務教育学校にスクールカウンセラーを配置した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 指導課

２　事業の実施状況

事業対象者 児童生徒及びその保護者
過年度の
事業評価

令和６年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　スクールカウンセラー等が，積極的に生徒指導部会や職員会議に入り，学校全体のことを理解できるような組織
体制を整える。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （５）学校生活における相談支援

事業概要
相談や通所による支援のほか，相談機関等へ出向くことができない子どもを対象にした訪問相談，カウンセラーによるカウン
セリング等を通して，関係機関と連携を図りながら，問題を抱える子どもと家庭を支援します。

１　事業の概要

1512 Ⅰ－（５）－１２ 不登校・ひきこもり児童への支援

令和5年度に実施した事業内容

○学校等から相談のあった不登校児童生徒の学校生活への復帰のための指導援助に関すること。
　・学校と連携して，計画的に復帰への指導援助を行う。
　・保護者との面談を通して，学校復帰への支援，援助を行う。

○不登校児童生徒，保護者及び教職員に対するカウンセリングの実施等に関すること。
　令和5年度　適応支援センター　相談・通所状況
　　相談件数　　　　来所　199件　電話　311件　Web　０件
　　通所人数　　　　３5名
　　訪問人数　　　　   2名
　　カウンセリング　児童生徒　12名　保護者　2名

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 指導課（適応支援センター）

２　事業の実施状況

事業対象者
過年度の
事業評価市内在住小中学生及びその保護者

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （５）学校生活における相談支援

事業概要
いじめや不登校，学校生活での悩み，心配事など，子どもや保護者からの相談に関係機関と連携して対応するとともに，さま
ざまな相談に対応できるよう環境整備に努め，相談体制の充実を図ります。

令和６年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

○学校訪問，担任面談，ケース会議，通所・訪問相談児童生徒の活動報告等を通して，学校と密に連携・協働す
る。
○不登校児童生徒の学校復帰を含めた社会的自立のための支援を行う。
○不登校児童生徒，保護者及び教職員に対するカウンセリングを実施する。

１　事業の概要

1513 Ⅰ－（５）－１３ 学校生活等における相談の充実

令和5年度に実施した事業内容

　幼児，小学生，中学生，高校生とその保護者の家庭や学校での悩みなどの相談活動。
　広報で周知し，いじめ，不登校，怠学傾向，親子関係などの電話相談を行った。
　内容によって，適応支援センター，指導課など関係機関を紹介し，連携して支援を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 指導課（教育センター）

２　事業の実施状況

事業対象者
過年度の
事業評価幼児，小学生，中学生，高校生とその保護者

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
幼児，小学生，中学生，高校生とその保護者の家庭や学校での悩みなどの相談活動。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅰ　子どもを育む質の高い教育・保育の環境を整えます。

施策の方向 （５）学校生活における相談支援

事業概要
子どもの非行防止と健全育成を図るため，関係機関と連携し，子どもや保護者等からの相談に対応するとともに，相談体制の
充実を図ります。

１　事業の概要

1514 Ⅰ－（５）－１４ 非行防止等に係る相談の充実

令和６年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　相談者に対してより一層親身に寄り添い，適切な助言をすると共に，内容によって更なる専門機関につなげられ
るようにしていく。

令和5年度に実施した事業内容

　相談の内容に応じて，スクールカウンセラーの活用についての助言をしたり，八千代警察署，京葉地区少年センター等の関係機関を紹介す
ることで，よりよい相談活動になるように努めた。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 指導課（青少年センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 青少年(小学生・中学生・高校生）
過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

１　事業の概要

2115 Ⅱ－（１）－１５ 時間外保育事業

令和5年度に実施した事業内容

　認可保育園・認定こども園54園中53園において，朝7時から夜7時までの12時間の保育を実施した。そのうち，公立保育園2箇所で朝7時
から夜8時までの13時間の保育を実施した。
　小規模保育事業所13か所においても，朝7時から夜7時までの12時間の保育を実施し，時間外保育利用希望者に対して保育を提供した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
保育認定を受けた子どもが，通常の保育時間以外に，保育所等において保育を受けられるよう，量の見込みに対応する必要な
量を確保します。

事業対象者 保育園等利用児童とその保護者，保育園等運営事業者
過年度の
事業評価

担当課 子育て支援課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
就労等により，保護者が昼間家庭にいない小学生に対し，適切な遊びや生活の場を提供できるよう，量の見込みに対応した確
保方策を基本としつつ，利用実態等を踏まえ，必要な整備を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

通常の開所時間を越えて保育園等を開所することにより，就労形態の多様化に伴う利用ニーズに対しての支援を実
施します。

１　事業の概要

2116 Ⅱ－（１）－１６ 放課後児童健全育成事業（学童保育所）

事業対象者 小学校就学児童及びその保護者，運営事業者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
小学校敷地内への新設，余裕教室等を活用した整備や放課後児童支援員等の増員により定員を拡大する。

令和5年度に実施した事業内容

村上団地学童保育所を新設し，60名の定員を拡充した。また，余裕教室等の活用により，定員を130名拡充し，総計190名の定員増となっ
た。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

13



整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
就労や急な用事，リフレッシュ等をしたいときに，幼稚園や保育園，認定こども園等で乳幼児を一時的に預かれるよう，ニー
ズを踏まえた必要な量を確保していきます。

１　事業の概要

2117 Ⅱ－（１）－１７ 一時預かり事業

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　今後も家庭での保育が一時的に困難となった場合など，保育ニーズに対応した保育サービスを実施します。

１　事業の概要

2117 Ⅱ－（１）－１７ 一時預かり事業

令和5年度に実施した事業内容

　保育園等に在園していない乳幼児について，家庭での保育が一時的に困難となった場合等，多様な保育ニーズに対応するため，民間保育園
等にて保育を実施した。令和5年度の実施園は，民間保育園等6園である。確保数8,991人に対して延べ利用人数は3,170人であった。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者
主として保育園，幼稚園，認定こども園等に在園していない乳幼児
及びその保護者

過年度の
事業評価

令和5年度に実施した事業内容

　幼稚園及び認定こども園（1号利用）の在園児において，教育時間の前後または長期休業日等に当該幼稚園等において預かり保育を行った施
設に対して補助事業を実施した。令和5年度の実施園は，市内民間幼稚園等8園である。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
就労や急な用事，リフレッシュ等をしたいときに，幼稚園や保育園，認定こども園等で乳幼児を一時的に預かれるよう，ニー
ズを踏まえた必要な量を確保していきます。

事業対象者 幼稚園在園児及びその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　今後も教育時間の前後，または長期休業日等に当該幼稚園等において預かり保育を行った施設に対して，補助事
業を実施します。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B D B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A B B

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
緊急時等でも利用しやすくなるよう，利用に関する手続きの見直しを図るほか，施設の空き状況等に関する情報を発信するな
ど，関係者の意見も踏まえ，利便性の向上につながる手法を検討します。

１　事業の概要

2118 Ⅱ－（１）－１８ 一時預かり事業の利便性の向上

事業対象者
主として保育園，幼稚園，認定こども園等に在園していない乳幼児
及びその保護者

過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
病気や病後の子どもを，保護者が家庭で保育できないときに，医療機関や保育所等に預けることができるよう，量の見込みに
対応した必要な整備を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

施設の空き状況等を管理するシステムの導入については，導入の必要性も含め実施施設の意向や他市の導入状況を
踏まえて検討していきます。

１　事業の概要

2119 Ⅱ－（１）－１９ 病児保育事業（病児・病後児保育事業）

令和5年度に実施した事業内容

　現在，一時預かり事業の利用にあたり空き状況や料金，事前面接の有無等の情報発信については，各実施施設ごとの対応としている。一
方，市での対応については料金や定員数等を掲載した実施施設一覧の配布及び市HP掲載にて案内を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

〇「くまさん保育室」における病児・病後児の一時的な保育サービスを継続します。また，学童保育所や保育園等
へ「くまさん保育室通信」を作成・発行し，感染症や流行状況及び予防策等の情報提供を実施し病児保育の充実を
図ります。
〇「量の見込みに対応した必要な整備」については，ニーズ等を検証し，量の見込みや時期等について改めて検討
します。

令和5年度に実施した事業内容

〇市内小児科併設の1箇所にて，市内の保育園・学童保育所等に通っている病気の回復期にある乳幼児又は回復期に至っていない乳幼児及び学
童に対し，集団保育等が困難な期間において保育サービスを提供した。
〇コロナ禍が明けたことにより，年間の延べ利用人数は1,035人であった。
また，「くまさん保育室通信」を年4回作成・発行し，感染症流行状況や予防策等の情報提供を適宜実施した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者
市内在住で，保育園，学童保育所等に在籍しており，病気や病気の
回復期でも保護者が保育を行えない乳幼児及び学童

過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A D D

１　事業の概要

2120 Ⅱ－（１）－２０ ファミリー・サポート・センター事業

令和5年度に実施した事業内容

　就労やリフレッシュ等の理由により就学前児童の預かりや保育園等の送迎を希望する利用会員と援助会員の利用調整を行った。
（活動件数１，646件）

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
子どもの預かり等の援助を受けることを希望する人（利用会員）と，援助を行うことを希望する人（援助会員）が，必要なと
きに相互援助活動を実施できる体制を確保します。

事業対象者 小学4年生までの子とその保護者　
過年度の
事業評価

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
利用に関する手続の見直し等による利便性の向上や広報紙以外の手段を活用した事業の周知など，さまざまな手法を検討し，
利用促進につながる取組みを展開します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
今後も，新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底したうえで，依頼会員と援助会員の利用調整を行います。

１　事業の概要

2121 Ⅱ－（１）－２１ ファミリー・サポート・センターの利用促進

事業対象者 小学4年生までの子とその保護者　
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　今後も依頼会員と援助会員の利便性と利用促進に繋がる手法を検討します。

令和5年度に実施した事業内容

〇公立保育園や子ども支援センター・地域子育て支援センターでの周知や，児童発達支援センターでの保護者向けにファミリー・サポート・
センターの事業内容の説明会を行い周知に努めた。
〇市役所の行政情報モニターにて会員募集の周知に努めた。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 C

３　事業の計画
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

E E E

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
保護者の疾病（感染症を除く）や出産等の理由により，家庭で一時的に３歳未満の子どもの養育が困難となった場合，宿泊を
伴う預かりを一時的に利用できるよう，利用ニーズを見極めながら，必要な受け皿を確保します。

１　事業の概要

2122 Ⅱ－（１）－２２ 子育て短期支援事業（ショートステイ事業）

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

事業の利用が必要な家庭へ周知されるよう，HP掲載の継続と，関係機関に本事業をPRし，母子保健事業等におけ
る周知を図る。また，実施施設との調整を行い本事業の利便性向上を図る。

１　事業の概要

2123 Ⅱ－（１）－２３ 利用者支援事業

令和5年度に実施した事業内容

・新型コロナウイルス感染防止対策の一環により，令和２年２月から委託先の本事業が受け入れ休止となったため本事業は休止し，状況に応
じて既存の一時預かり等を案内していたが，令和５年１０月から受け入れを再開したため，HPで周知を図った。
・利用実績：利用件数0件
・事業問い合わせ件数：15件

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 C

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課（子ども相談センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 ３歳未満の子どもとその保護者
過年度の
事業評価

令和5年度に実施した事業内容

　
〇子ども保育課窓口に保育コンシェルジュを1名専任で配置し，子育て家庭等から保育サービスに関する相談に応じ，地域における保育所や各
種の保育サービスに関する情報提供や利用に向けての支援を行った。
〇子ども支援センターすてっぷ21大和田及び勝田台では，幼稚園・保育園情報として利用者等から頂いた幼稚園の入園案内パンフレットを
ファイルして閲覧できるようにしたり，公共施設で無料配布している「子育てハンドブック」を活用し，相談があったときは手に取って説明
している。
〇子ども支援センターすてっぷ21大和田において，妊婦及び子育て家庭の困りごと等について，相談及び必要な情報の提供や支援の紹介等を
行った。
　　　　　　すてっぷ21大和田　電話相談件数　38件
                                  　　　　利用者支援事業　23件

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
子育て家庭や妊産婦からの困りごと等の相談のほか，幼稚園・保育所等の施設や地域の子育て支援事業などから必要な支援を
選択できるように，関係機関と連携し，情報の提供や支援の紹介等を行える体制を確保します。

事業対象者 妊婦及び就学前の乳幼児とその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

今後も妊婦及び子育て家庭の困りごと等について，相談及び必要な情報の提供や支援等ができるよう関係機関と連
携を図る。また，保育コンシェルジュによる教育，保育を希望する子育て世帯への支援を継続する。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
子育て家庭や妊産婦からの困りごと等の相談のほか，幼稚園・保育所等の施設や地域の子育て支援事業などから必要な支援を
選択できるように，関係機関と連携し，情報の提供や支援の紹介等を行える体制を確保します。

１　事業の概要

2123 Ⅱ－（１）－２３ 利用者支援事業

事業対象者 妊産婦，乳幼児等及びその保護者
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
子ども支援センターすてっぷ21大和田等で，乳幼児とその保護者などの親子交流を図るとともに，子育ての相談や情報提供
等を実施するほか，子育てを地域で支える取組を実施します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　子ども家庭総合支援拠点及び，子育て家庭の支援に関わる部署との連携を図り，妊娠・出産・子育てに関する包
括的な相談支援の充実を図る。

１　事業の概要

2124 Ⅱ－（１）－２４ 地域子育て支援拠点事業

令和5年度に実施した事業内容

・利用者支援事業（母子保健型）として，妊娠届出時に専門職による全数面接を実施し，妊娠・出産・子育てに関する情報提供及びサービス
案内並びに相談対応を行った。
・妊娠期から子育て期までを安心して過ごせるよう，妊娠期からの支援台帳を作成し，状況に応じて，関係する機関と連携し，切れ目のない
支援が行えるよう努めた。令和2年度からは利用計画（セルフプラン）を導入しているほか，特に支援が必要な家庭には支援プランを作成し，
個々の妊婦の状況を踏まえた支援を行った。
・令和3年3月に子育て世代包括支援センター「やちっこ」を設置し，広報やちよ・市ホームページ・やちよ子育てナビ（旧予防接種ナビ）等
で周知に努め，情報提供や相談対応を行った。
・外国人に対しては，ポケトークを購入し相談対応を行った。

　妊娠届出数　　　　　　　　１，４４３件　（利用計画は同数）
　支援プラン作成　新規　　　　　　３４件
　　　　　　　　　見直し　　　　　２０件

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

子育て家庭が安心して遊べ，交流が図れる場の提供及び子育て等についての情報の提供に努めるほか，地域の子育
て支援者や関係機関等と連携を図り今後の事業のあり方について検討します。

令和5年度に実施した事業内容

〇令和5年3月13日に，国から発出された「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」を受け，感染対策を緩和し予約制を廃止した。
【遊びと交流の広場・出前遊びと交流の広場】
　・すてっぷ21大和田   9:00～17:00（２３４回開所・延べ15,881人の親子利用）
　・すてっぷ21勝田台   9:00～17:00（２５２回開所・延べ6,006人の親子利用）
　・あいあい（八千代台保育園内 ） 9:00～16:00（２４３回開催・延べ6,084人の親子利用）
　・こあら　（高津南保育園内 ）9:00～16:00(２３９回開催・延べ7,714人の親子利用)
　・たんぽぽ（村上北保育園内 ）9:00～11:30　14:00～16:00  （ １４７回開催 延べ1,964人の親子利用）

〇子育て世帯の生活応援情報誌「やちよ子育てハンドブック」の発行（10,000部）

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 妊婦及び就学前の乳幼児とその保護者
過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

１　事業の概要

2125 Ⅱ－（１）－２５ 乳児家庭全戸訪問事業

令和5年度に実施した事業内容

　母子保健推進員，母子保健課保健師・助産師による家庭訪問を実施。新型コロナウイルス感染症の5類移行に伴い，部屋に入っての訪問を再
開した。保護者が記入する用紙は事前に送付することを継続し，訪問時に受け取ることで訪問時間を短縮して実施する体制を継続した。
母子保健推進員対象の研修を２回実施した。

　家庭訪問の対象家庭数：1,317戸
　家庭訪問で児に会えた家庭数：1,277戸
家庭訪問で会えた児の人数：1,293人
　　このうち，要支援者の人数：514人

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
生後4か月までの乳児のいる家庭に対し，子育て等に関する情報提供を行うとともに，親子の心身の状況や養育環境等の把握
及び助言を行うため，市の保健師及び母子保健推進員等が，全ての家庭を訪問します。

事業対象者 生後２か月の乳児
過年度の
事業評価

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
乳児家庭全戸訪問事業等により把握した養育支援が特に必要と認められる家庭を訪問し，その養育が適切に行われるよう，指
導，助言等を行っていくため，量の見込みに対応する適切な養育支援の実施を確保します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　引き続き感染症対策を講じながら訪問活動を行う。
支援が必要な家庭について，母子保健推進員と地区担当保健師が情報共有・連携して早期に子育ての不安が軽減さ
れるように支援する。訪問時の相談対応のスキルアップのために研修を実施する。

１　事業の概要

2126 Ⅱ－（１）－２６ 養育支援訪問事業

事業対象者
妊婦，0歳から就学前までの子とその保護者で，かつ養育支援が特
に必要な保護者

過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　子ども家庭総合支援拠点，子ども支援センターすてっぷ２１及び地域子育て支援センター等の子育て家庭の支援
に関わる部署と，適時情報を共有し，役割分担を行う等の連携を図り，妊娠・出産・子育てに関する包括的な相談
支援の充実を図る。

令和5年度に実施した事業内容

・妊娠期・乳幼児期の事業を通して，養育支援が必要な家庭の把握と早期支援を実施した。
・要保護児童対策地域協議会の特定妊婦・虐待・要支援家庭など，養育支援が特に必要な家庭に対し，養育支援訪問事業を実施した。

養育支援訪問事業　家庭訪問数（延数）　605件

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

D D D

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要
妊婦の健康の保持及び増進を図るため，妊婦に対する健康診査として，①健康状態の把握，②検査計測，③保健指導を実施す
るとともに，妊娠期間中の適時に応じた医学的検査を実施します。

１　事業の概要

2127 Ⅱ－（１）－２７ 妊婦健康診査事業

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
引き続き，健康診査を実施する。

１　事業の概要

2128 Ⅱ－（１）－２８ 多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業

令和5年度に実施した事業内容

・母子健康手帳交付時に，妊婦健康診査及び妊婦歯科健康診査について説明し受診勧奨を行った。
・ハイリスク妊婦に対しては，必要に応じ医療機関と連携するなど，受診が継続できるよう個別支援を実施した。

妊婦健康診査受診延数　　16,882人
妊婦歯科健康診査　　　　　  426人

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

事業対象者 妊婦
過年度の
事業評価

令和5年度に実施した事業内容

新規参入を検討する事業者，支援が必要な子どもを新たに受け入れた認定こども園共に申し出がなく，未実施となった。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 D

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要

教育・保育事業等に株式会社などの多様な事業者が新規参入できるよう，新規参入施設等に対し，事業開始前後における事業
運営等に関する相談・助言を行うほか，子どもへの対応等に関する実地支援等に努めます。
また，私学助成（特別支援教育経費）や障害児保育事業の対象とならない特別な支援が必要な子どもを受け入れる認定こども
園に対して，職員の加配に必要な費用の一部を補助します。

事業対象者 保育園等運営事業者及び保育園等運営を検討している事業者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

事業の啓発に努めるとともに，特別な支援が必要な子どもを受け入れる施設に対しての補助制度の周知を図りま
す。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （１）地域子ども・子育て支援事業の充実

事業概要 保護者の所得状況等を勘案して，保護者が幼稚園へ支払う副食材料費の実費徴収費用について補助を行います。

１　事業の概要

2129 Ⅱ－（１）－２９ 実費徴収に係る補足給付を行う事業

事業対象者 保護者，事業者
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （２）母子の健康づくりの推進

事業概要 乳幼児に対して健康診査を通じ，健康の保持増進を図るとともに，適切な支援，療育につながるための援助を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

幼稚園に在園する低所得世帯等に対し，副食費の補助をすると共に引き続き近隣市の事例を参考に検討していきま
す。

１　事業の概要

2230 Ⅱ－（２）－３０ 乳幼児健康診査（内科・歯科）の実施

令和5年度に実施した事業内容

実費徴収に係る補足給付事業として幼稚園に在園する低所得世帯等に副食費の補助を行った。（実績：87件 　2,157,553円）

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
引き続き，健康診査を実施する。

令和5年度に実施した事業内容

【乳児健診について】
・県内医療機関にて個別健診。4か月児赤ちゃん広場，10か月児資料送付の際に受診勧奨を行った。
【1歳6か月児・3歳児健診（内科）について】
・委託医療機関にて個別健診。医師より相談機関を紹介された場合や，発育・発達等のフォロー基準に該当している場合，保健師及び栄養士
から事後フォローの支援を実施。
【1歳6か月児（歯科）について】
・集団健診にて実施。
【2歳6か月児（歯科）について】
・事前申込制による集団健診。市広報やホームページにて周知を実施。
【3歳児（歯科）について】
・委託歯科医療機関にて個別健診を実施。

乳児健康診査受診延数　　　　2,683人
１歳６か月児健康診査　　　　1,545人
１歳６か月児歯科健康診査　　1,177人
２歳６か月児歯科健康診査　　　329人
３歳児健康診査　　　　　　　1,460人
３歳児歯科健康診査　　　　　　989人

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

事業対象者
乳児（3～6か月児・9～11か月児），幼児（1歳6か月児（内科・
歯科）・2歳6か月児（歯科）・3歳児（内科・歯科））

過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

C B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

C B B

１　事業の概要

2331 Ⅱ－（３）－３１ 充実した子育て情報の提供

令和5年度に実施した事業内容

　見やすさと分かりやすさに配慮してサイト掲載情報を更新し，子育て情報の集約及び内容の充実を図った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども部各課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （３）子育ての情報提供の充実

事業概要
幼稚園や保育園に関する情報のほか，子育てに関するあらゆる情報を市の子育て情報サイト「にこにこ☆元気」に集約すると
ともに，見やすさと分かりやすさに配慮した上で，充実した情報の提供を行っていきます。

事業対象者 妊婦，保護者等
過年度の
事業評価

担当課 子ども部各課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （３）子育ての情報提供の充実

事業概要
市が主催するものにかかわらず，子どもや子育てに関するさまざまな情報をあらかじめ登録した人にメールで配信する手段を
確立し，関係各課が協働しながら，子育てに役立つ情報を積極的に配信していきます。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
サイト掲載情報を更新するとともに，見やすさ分かりやすさ等を探究し，閲覧数向上に努めます。

１　事業の概要

2332 Ⅱ－（３）－３２ 子育て情報のメール配信

事業対象者 妊婦，保護者等
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
八千代市LINE公式アカウントを活用した情報発信を行うことを検討する。

令和5年度に実施した事業内容

　保護者に対する効果的な情報提供方法として，子育て世代及び若者に多く利用されているLINEを活かした情報提供について検討を実施し，
八千代市LINE公式アカウントより「八千代市子育て支援サイトにこにこ元気」へアクセス可能とした。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

C C C

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

C C C

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （４）子どもの遊び場などの居場所づくり

事業概要
令和５年度末までに，全ての小学校において放課後子ども教室の実施を目指します。
また，その中で，実施が可能な学校から，学童保育所との一体型に取り組んでいきます。

１　事業の概要

2433 Ⅱ－（４）－３３ 放課後子ども教室の整備

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　市内全小学校区で開催を目標に，安全管理員の確保に努め，未開設となっている小学校での新規開設を進めま
す。

１　事業の概要

2434 Ⅱ－（４）－３４ 長期休業中の児童の居場所づくり

令和5年度に実施した事業内容

　児童の見守りを行う安全管理員が集まらず，令和５年度は新規開設にいたらなかった。既存校の9校においては，一体型で開催を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 C

３　事業の計画

担当課 子育て支援課

２　事業の実施状況

事業対象者 小学校就学児童及びその保護者
過年度の
事業評価

令和5年度に実施した事業内容

　学童保育所について，長期休業においては，就労要件となっている15時以降までの就労を求めず，申請が可能として審査を行った。
また，待機児童となっている児童に対して，夏季休業期間中に限定し，八千代台学童保育所・新木戸学童保育所において余裕教室等を活用し
た定員拡大を行った他，近隣学校区の定員に空がある学童保育所への案内を行うことで当該期間のみの一時利用を希望するニーズの支援を
行ったが，定員の余裕のない学童保育所では，入所することができない状況であった。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 C

３　事業の計画

担当課 子育て支援課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （４）子どもの遊び場などの居場所づくり

事業概要
関係部局と連携し，学童保育所や放課後子ども教室等を活用するなど，夏休みなどの長期休業中の児童の居場所の確保に努め
ます。

事業対象者 小学校就学児童及びその保護者，学童保育運営事業者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

保護者ニーズの高い長期休業中の学童保育所利用について，期間を限定した一時的な定員拡大を含め，運営事業者
や関係部局と協議を行い，検討する。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

C B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

担当課 子育て支援課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （４）子どもの遊び場などの居場所づくり

事業概要
学童保育や放課後子ども教室のほか，子どもの居場所として，公共施設や地域の空きスペースを活用するなど様々な手法を検
討し，乳幼児親子や児童が自由に過ごせる児童館又はこれに類するような施設の設置に努めます。

１　事業の概要

2435 Ⅱ－（４）－３５ 多様な子どもの居場所づくり

事業対象者 乳幼児親子，児童等
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （４）子どもの遊び場などの居場所づくり

事業概要
子どもの居場所や遊び場の拠点の一つとして，子どもが楽しめるように，開発行為に伴う公園整備の際には，事業者に対し，
幼児のボール遊びができるスペースや魅力ある遊具の配置に配慮を求めるなど，子どもの視点に立った公園づくりに努めま
す。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
子ども・若者にも「居場所」についての調査を実施します。

１　事業の概要

2436 Ⅱ－（４）－３６ 都市公園の充実

令和5年度に実施した事業内容

ニーズ調査において「子どもの居場所」について調査を実施した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　開発行為における公園整備等において，事業者に対し，子どもにとって魅力ある公園となるよう指導等を行い，
子どもの視点に立った公園づくりに努める。

令和5年度に実施した事業内容

　開発行為における公園整備等において，事業者に対し，子どもにとって魅力ある公園となるよう指導等を行い，子どもの視点に立った公園
づくりに努めた。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 公園緑地課

２　事業の実施状況

事業対象者 開発事業者等
過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

１　事業の概要

2537 Ⅱ－（５）－３７ 子ども医療費の助成

令和5年度に実施した事業内容

　子どもの医療費を負担する保護者に，当該医療費の全部又は一部を助成した。
　通院・調剤に係る医療費助成について，令和５年1１月診療分からは高校生等までを対象とした。
　助成対象(子ども)人数　31，537人

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （５）子ども医療の継続

事業概要 子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため，０歳から中学生までの子どもの医療費の全部または一部を助成します。

事業対象者 子ども（０歳から１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間）
過年度の
事業評価

担当課 健康福祉課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （５）子ども医療の継続

事業概要
夜間や休日に子どもの具合が急に悪くなったときに必要な医療が受けられるよう小児救急医療体制の維持に努め，安心して子
どもを育てることができるよう支援します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　子どもの保健対策の充実を図るため，事業を継続して実施します。

１　事業の概要

2538 Ⅱ－（５）－３８ 小児救急医療体制の維持

事業対象者 市民
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　夜間・休日診療については引き続き事業を継続する。
　補助事業については，市内の公的病院等が提供する救急医療事業に要する経費に対しての補助を実施する。

令和5年度に実施した事業内容

　夜間診療に関しては，八千代医療センター小児科内に「やちよ夜間小児急病センター」を設置し，八千代市医師会の協力のもと診療を実施
し，休日診療に関しては，医師会及び八千代市歯科医師会の協力のもと，当番制での診療を実施した。
　また，学校法人東京女子医科大学と本市が締結した基本協定に基づき，八千代医療センターが救急医療を専門に担当し，終日の体制を継続
することができた。その事業に要した費用の一部を助成するため，八千代市公的病院等救急医療事業補助金を交付した。

・令和5年度やちよ夜間小児急病センター来院患者数　5,202名
・令和5年度休日当番医における小児来院患者数　2,297名
（※休日歯科当番医における小児の来院患者数は集計していない）

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
母子保健施策と子育て支援施策との一体的な提供を通じて，妊娠・出産・子育てに関する包括的な相談支援を行います。ま
た，利用者が適切な支援やサービスにつながるよう必要な支援の調整や子ども家庭総合支援拠点などの関係機関と連絡調整を
行い，妊娠期から乳幼児期まで切れ目ない支援を実施します。

１　事業の概要

2639 Ⅱ－（６）－３９ 子育て世代包括支援センターでの包括的な支援の実施

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない包括的支援が行えるよう，母子保健課が主幹となる子育て世代包括支援
センター「やちっこ」の周知を図り，関係機関と更に緊密な連携を図り実施していきます。

１　事業の概要

2639 Ⅱ－（６）－３９ 子育て世代包括支援センターでの包括的な支援の実施

令和5年度に実施した事業内容

〇保健センター内　子育て世代包括支援センター「やちっこ」の周知に努めると共に，適切な支援やサービスにつながるよう関係機関との連
絡調整を行った。
〇子ども支援センター2施設及び地域子育て支援センター3施設では，専門職（保健師・栄養士）による相談日を設け，身近に相談できる場の
提供及び，保育士による子育てに関するミニ講座を行うなど，親学習支援事業を実施した。

相談件数　遊びと交流の広場　1,100件
　　　　　電話　　　　　　　     38件

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課（地域育て支援センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 妊婦及び就学前の乳幼児とその保護者
過年度の
事業評価

令和5年度に実施した事業内容

・妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援を行う相談窓口であることを，あらゆる機会に周知を図った。
また，子ども支援センター・地域子育て支援センター，子ども相談センターと必要に応じて情報共有しながら切れ目ない支援を実施した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
母子保健施策と子育て支援施策との一体的な提供を通じて，妊娠・出産・子育てに関する包括的な相談支援を行います。ま
た，利用者が適切な支援やサービスにつながるよう必要な支援の調整や子ども家庭総合支援拠点などの関係機関と連絡調整を
行い，妊娠期から乳幼児期まで切れ目ない支援を実施します。

事業対象者 妊産婦，乳幼児等及びその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　令和6年4月1日施行の改正児童福祉法において，子ども家庭総合支援拠点（子ども相談センター）と子育て世代
包括支援センター（母子保健課）の設立の意義や機能は維持した上で組織を見直し，全ての妊産婦，子育て世帯，
子どもへ一体的に相談支援を行う機能を有する「こども家庭センター」の検討を行う。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

担当課 子ども福祉課（子ども相談センター）

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
母子保健施策と子育て支援施策との一体的な提供を通じて，妊娠・出産・子育てに関する包括的な相談支援を行います。ま
た，利用者が適切な支援やサービスにつながるよう必要な支援の調整や子ども家庭総合支援拠点などの関係機関と連絡調整を
行い，妊娠期から乳幼児期まで切れ目ない支援を実施します。

１　事業の概要

2639 Ⅱ－（６）－３９ 子育て世代包括支援センターでの包括的な支援の実施

事業対象者 特定妊婦・要保護児童等
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
児童虐待のほか，子育てに関するあらゆる悩みや困り事などの総合相談窓口として，18歳未満の子どもとその家庭（妊産婦
含む）に対し，関係機関と連携を図りながら，充実した支援を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　要保護児童対策地域協議会の開催（代表者会議　１回・実務者会議　３回・進行管理連絡部会　１２回・個別支
援会議　随時）により，子育て世代包括支援センターと連携を行う。
　また，子育て世代包括支援センターと合同ケース会議を行い，要保護児童等の検討を行うとともに，DV・経済的
困窮など出産後の養育について出産前から支援を行うことが特に必要と認められる妊婦を「特定妊婦」として，要
保護児童対策地域協議会にて取り扱い，子育て世代包括支援センターとともに対応する。

１　事業の概要

2640 Ⅱ－（６）－４０ 子ども家庭総合支援拠点の充実

令和5年度に実施した事業内容

〇要保護児童対策地域協議会（進行管理連絡部会・個別支援会議等）において，母子保健課と連携し，要保護児童等の実情の把握や相談支援
を行った。
〇子育て世代包括支援センターと合同ケース会議を開催。要保護児童等の検討を行うとともに，出産前から支援を行うことが特に必要と認め
られる特定妊婦や要保護児童等について，連携しながら対応を行った。
〇DV，経済的困窮など出産後の養育について出産前から支援を行うことが特に必要と認められる妊婦を「特定妊婦」として要保護児童対策地
域協議会にて報告。産前から産後までの必要な支援を関係機関と協議。訪問，面接により，相談支援を行った。また養育が困難な場合，里親
制度の紹介，児童相談所へ案内を行った。
〇令和5年度特定妊婦受付数：19人

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　母子保健課等との連携を通じ，母子保健事業等より子どもと家庭の実情を把握し，相談等への対応，情報提供を
行う。また，個々のニーズや家庭の状況等に応じ最善の方法で課題解決が図られるよう，関係機関と連携し調整を
行う。

令和5年度に実施した事業内容

　子どもとその家庭の総合相談窓口として福祉・保健・教育等の専門職７名，家庭相談員8名の計15名の相談員体制で電話・面接・訪問を行
い，継続的に相談援助を実施した。

○子どもとその家庭の実情の把握
　母子保健課等との連携を通じ，母子保健事業に基づく状況，親子関係，夫婦関係，家庭環境，経済環境等を把握する。
○情報提供
　子どもとその家庭・妊産婦等が自主的に活用できるように，地域の実情や社会資源等に関する情報提供を行うとともに，関係機関に対して
も情報提供を行う。
○相談等への対応
　養育困難な状況や虐待等に関する内容を含む相談に対応する。
○総合調整
　個々のニーズや家庭の状況等に応じ最善の方法で課題解決が図られるよう，関係機関等と連携し調整を行う。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課（子ども相談センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 18歳未満の子どもとその家庭（特定妊婦を含む）
過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B A

１　事業の概要

2641 Ⅱ－（６）－４１ 地域子育て支援ネットワーク事業の推進

令和5年度に実施した事業内容

母子健康手帳の交付や4か月児赤ちゃん広場等を通じて，妊娠期から乳幼児期までの切れ目のない支援を母子保健課と子ども支援センターす
てっぷ２１・地域子育て支援センターと連携し，感染症対策を考慮しながら実施した。
〇妊娠期の教室は，感染症対策を考慮しながらも希望者が参加できるよう定員を拡大して実施した。
〇4か月児赤ちゃん広場は，高津・緑が丘地区は参加者の利便性を踏まえ地区内の緑が丘公民館に会場を変更した。離乳食については，開始に
係る講話のほか，離乳食の中期から後期食対象の離乳食教室について案内も行った。
〇地域の子育て支援に関係する組織や協力団体と地域情報交換会を対面にて行い，安心して子育てができる地域づくりについての情報の収集
や提供を行う等情報の共有を図った。
〇子ども支援センターと地域子育て支援センターにて，栄養士による栄養相談や保健師による子育て相談を開催した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課（地域子育て支援センター）

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
「地域子育て支援センター」を拠点に，母子保健事業と子育て支援事業を連携させた各種事業を展開するため，市民や関係機
関とネットワーク化を図り，妊娠から出産，乳幼児期まで切れ目ない支援を行います。

事業対象者
妊婦及び就学前の乳幼児とその保護者・地域の子育て支援者及び関
係団体

過年度の
事業評価

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
「地域子育て支援センター」を拠点に，母子保健事業と子育て支援事業を連携させた各種事業を展開するため，市民や関係機
関とネットワーク化を図り，妊娠から出産，乳幼児期まで切れ目ない支援を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

母子保健施策と子育て支援施策の連携をより緊密にし，一体的な支援を提供をすることにより妊娠期から出産，乳
幼児期まで切れ目ない支援の充実を図ります。

１　事業の概要

2641 Ⅱ－（６）－４１ 地域子育て支援ネットワーク事業の推進

事業対象者
妊婦，0歳から就学前までの子とその保護者・子育て支援者及び関
係団体

過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
地域子育て相談機関のあり方について検討する。

令和5年度に実施した事業内容

　母子健康手帳の交付や4か月児赤ちゃん広場等を通じて，妊娠期から乳幼児期までの切れ目ない支援を母子保健課と子ども支援センターす
てっぷ21・地域子育て支援センターと連携し，感染症対策を考慮しながら実施した。
・妊娠期の教室は，感染症対策も考慮しながらも希望者が参加できるよう定員を拡大して実施した。
・4か月児赤ちゃん広場は，高津・緑が丘地区は参加者の利便性を踏まえ地区内の緑が丘公民館に会場を変更した。離乳食については，開始に
係る講話のほか，離乳食の中期から後期食対象の離乳食教室について案内も行った。
・生後１０か月頃に，この時期に伝えたい情報提供を送付し，養育や発達等の支援の機会とした。
・地域の子育て支援に関係する組織や協力団体と，情報共有や課題について話し合う地域情報交換会を全地域で開催した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

C B A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
子育ての孤立化の防止や子育て不安の解消を図るとともに，養育支援の必要な家庭の早期発見のため，妊娠期の教室や赤ちゃ
ん広場などの交流や講座等を実施し，乳幼児の親子が地域でつながることができるよう交流の機会を設けます。

１　事業の概要

2642 Ⅱ－（６）－４２ 妊娠期から子育て期の交流の機会の充実

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

〇母子保健施策と子育て支援施策の連携をより緊密にし，一体的な支援を提供をすることにより妊娠期から出産，
乳幼児期まで切れ目ない支援の充実を図ります。
〇地域の子育て支援者と乳幼児の親子が繋がれるようなネットワーク作りを行います。

１　事業の概要

2642 Ⅱ－（６）－４２ 妊娠期から子育て期の交流の機会の充実

令和5年度に実施した事業内容

〇母子保健課とともに4か月児赤ちゃん広場を開催した。
〇母子保健課の栄養士や保健師の来所日を設定し，広場に来た親の個別相談を受ける機会を設けた。
〇子育て支援センターでは，遊びと交流の広場，出前「遊びと交流の広場」，赤ちゃんルームで親子が繋がる交流の機会を設けた。
〇子育て支援センターでは，親学習支援事業として食育やおはなし会を実施し，地域とのつながりや親子の交流の場を設けた。

子ども支援センターすてっぷ21及び地域子育て支援センターでの相談件数　遊びと交流の広場　1,100件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話　　　　　　     　38件
　

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課（地域子育て支援センター）

２　事業の実施状況

事業対象者
妊婦及び就学前の乳幼児とその保護者・地域の子育て支援者及び関
係団体

過年度の
事業評価

令和5年度に実施した事業内容

・妊娠期の教室は，「プレママ教室」と「パパとママの子育て教室」を実施した。
・市ホームページにおいて，沐浴・おむつ交換等の育児手技に関する動画・資料の公開や，母子健康手帳交付時に父親向け冊子「パパトラ
イ」を配布し情報提供を行った。
・「4か月児赤ちゃん広場」は，感染症対策も考慮しつつ実施した。参加者同士の交流のきっかけづくりとして，自己紹介を再開した。
・生後10か月頃にこの時期に伝えたい事項の資料を送付し，相談先を周知した。必要に応じて地区担当保健師による個別支援の機会とした。
この時期は，離乳食に関する相談が多く寄せられることから，令和４年度より離乳食教室を開始した。
・離乳食に関する情報も市ホームページに掲載した。これらの取り組みを通じて，子育てに関する情報提供や，発達・発育・養育状況の確認
を行うことで，支援の必要な家庭の早期発見，子育ての不安解消に努めた。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 母子保健課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （６）子育て相談支援と交流事業の充実

事業概要
子育ての孤立化の防止や子育て不安の解消を図るとともに，養育支援の必要な家庭の早期発見のため，妊娠期の教室や赤ちゃ
ん広場などの交流や講座等を実施し，乳幼児の親子が地域でつながることができるよう交流の機会を設けます。

事業対象者 初妊婦・乳児（４か月児・１０か月児）
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　引き続き，事業を継続するとともに，個別支援の充実に努める。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

担当課 子ども福祉課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （７）子育て家庭の経済的負担の軽減

事業概要
母子・父子家庭及び寡婦等に対して，児童扶養手当，ひとり親家庭等医療費等助成金等の支給を行い，生活の安定と向上を図
ります。

１　事業の概要

2743 Ⅱ－（７）－４３ 母子・父子・寡婦等への手当の支給

事業対象者 ひとり親家庭等
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （７）子育て家庭の経済的負担の軽減

事業概要
母子・父子家庭の就労のための資格取得等を支援するため，母子家庭自立支援給付金及び父子家庭自立支援給付金を支給しま
す。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　ひとり親家庭の生活の安定と自立を助け，児童の福祉の増進を図るため事業を継続します。

１　事業の概要

2744 Ⅱ－（７）－４４ 母子・父子家庭への自立支援給付金の支給

令和5年度に実施した事業内容

　ひとり親家庭等に対し，児童扶養手当の支給，ひとり親家庭等医療費の全部または一部の助成を実施した。

　児童扶養手当支給者数　879人
　ひとり親家庭等医療費等助成数　2,066人

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　ひとり親家庭の生活の安定と自立を助け，児童の福祉の増進を図るため事業を継続します。

令和5年度に実施した事業内容

　母子家庭自立支援給付金及び父子家庭自立支援給付金（高等職業訓練促進給付金，自立支援教育訓練給付金）の支給を実施した。

　高等職業訓練促進給付金　　6件
　自立支援給付金支給件数　　3件

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課

２　事業の実施状況

事業対象者 ひとり親家庭等
過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

１　事業の概要

2745 Ⅱ－（７）－４５ 児童手当の支給

令和5年度に実施した事業内容

　子どもを養育している父母等への児童手当・特例給付手当の支給を実施した。
　児童手当支給対象児童　延べ　243,264人・特例給付支給対象児童　延べ　23,202人

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （７）子育て家庭の経済的負担の軽減

事業概要 子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため，児童手当法に基づき，児童手当を支給します。

事業対象者 子ども（０歳から１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間）
過年度の
事業評価

担当課 障害者支援課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （７）子育て家庭の経済的負担の軽減

事業概要 在宅で20歳未満の重度の心身障害児を監護している保護者に特別児童扶養手当を支給します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　児童の健全な育成及び資質の向上についての支援支給を継続します。

１　事業の概要

2746 Ⅱ－（７）－４６ 特別児童扶養手当の支給

事業対象者
在宅で障害の重い心身障害児（２０歳未満）を監護する保護者又は
養育者

過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　国の手当であり，今後も手当の支給を継続していく。

令和5年度に実施した事業内容

　2７8人の父母又は養育者に対し，特別児童扶養手当を支給した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （７）子育て家庭の経済的負担の軽減

事業概要 重度の障害の状態にあるため，日常生活において常時介護を要する20歳未満の心身障害児に障害児福祉手当を支給します。

１　事業の概要

2747 Ⅱ－（７）－４７ 障害児福祉手当の支給

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　国の手当であり，今後も手当の支給を継続していく。

１　事業の概要

2748 Ⅱ－（７）－４８ 心身障害児童福祉手当の支給

令和5年度に実施した事業内容

　97人の重度の心身障害児に対し，障害児福祉手当を支給した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 障害者支援課

２　事業の実施状況

事業対象者
20歳未満で重度の障害の状態にあるため，日常生活において常時の
介護を必要とする方

過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　国等制度の動向や近隣市の状況等も検証しながら，今後も事業を継続していく。

令和5年度に実施した事業内容

　545人の心身障害児に対し，心身障害児童福祉手当を支給した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 障害者支援課

２　事業の実施状況

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅱ　安心して子どもを生み，子育てできる環境を整えます。

施策の方向 （７）子育て家庭の経済的負担の軽減

事業概要 20歳未満の心身障害児の保護者に心身障害児童福祉手当を支給します。

事業対象者 20歳未満の心身障害児の保護者
過年度の
事業評価
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要 関係機関との連携強化を図り，各種障害福祉サービス等の給付など，障害を抱える子ども及び家庭に対する支援を行います。

１　事業の概要

3149 Ⅲ－（１）－４９ 障害を抱える子ども及び家庭への支援

令和5年度に実施した事業内容

　障害のある児童に対し，障害者総合支援法，児童福祉法に基づき，障害福祉サービス等の給付を行った。(実利用件数)
　　児童発達支援（4,562件），居宅訪問型児童発達支援（6件），　医療型児童発達支援（66件），放課後等デイサービス（5,605件），
　　保育所等訪問支援（979件），障害児相談支援（538件）,短期入所（139件）

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 障害者支援課

２　事業の実施状況

事業対象者 障害のある児童
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要
児童発達支援センターと「ことばと発達の相談室」を統合し，障害のある子どもやその家庭への相談支援の充実を図るととも
に，発達に支援が必要な子どもを対象とした療育の充実を図ります。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福祉法に基づき，今後も事業を継続して
いく。

１　事業の概要

3150 Ⅲ－（１）－５０ 児童発達支援センター機能等の充実

令和5年度に実施した事業内容

・児童発達支援センター療育Ⅰ及びⅡにおいて，医療型8名，福祉型３8名の療育を行った。
・「ことばと発達の相談室」において，新規ケース４62件の相談に応じ，その他，延べ２,944件の経過相談・訓練を行った。
・令和６年１月に児童発達支援センターを移転開所したことで，「ことばと発達の相談室」との一体化を図ることができ，連携した支援を行
うことができた。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 障害者支援課（児童発達支援センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 発達に何らかの支援を必要とする就学前の児童とその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　引き続き医療型児童発達支援及び福祉型児童発達支援の療育を実施する。
　また，ことばと発達の相談室において専門職による相談・訓練を実施する。
　児童発達支援センター等整備事業については，令和5年度中に建築工事が終了し，移転したことから，効果的に運
営できるよう維持管理を行う。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B C B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要
児童発達支援センターにおける巡回施設支援や外来相談などの周知を図るとともに，関係機関との連携による障害児支援の充
実を図ります。

１　事業の概要

3151 Ⅲ－（１）－５１ 関係機関の連携による障害児支援の充実

令和5年度に実施した事業内容

・心身の発達に何らかの支援が必要な就学前の児童及びその保護者に対して，相談を受け，親子参加の外来グループ療育を実施した。
　外来グループ療育：利用実人数79名。
・母子保健課，子ども相談センター，八千代医療センター等と連携を図り，相談支援の充実に努めた。
・保育所等訪問支援事業を実施し，保育園や幼稚園，認定こども園に通う発達に支援が必要な児童に関し，支援者に対する助言を行う等，集
団に適応できるよう支援を行った。
　支援施設数：幼稚園９園，認定こども園７園，保育園3園，対象児童数：６０名
・巡回施設支援として，保育園等を訪問し，発達に心配のある児童に関し，評価及び支援方法についての助言等を行った。
　支援施設数：保育園３7園，認定こども園5園，対象児童数：１8４名

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 障害者支援課（児童発達支援センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 発達に何らかの支援を必要とする就学前の児童とその保護者
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要
医療的ケアを必要としている子どもの教育・保育の機会の確保に向けて，ニーズや地域資源の現状を踏まえた上で，保健，医
療，福祉，教育等の関係者と連携を図り，必要な人員を確保するなど円滑な受入体制の構築を目指します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　引き続き，就学前の児童・保護者に対し，発達相談・外来グループ療育・巡回訪問指導・保育所等訪問支援事
業・施設支援を行っていく。

１　事業の概要

3152 Ⅲ－（１）－５２ 医療的ケアを要する園児の受入体制の構築

令和5年度に実施した事業内容

〇令和６年4月からの入園受け入れに向けて、公立保育園の保育士を対象とした研修会を実施した。
〇医療的ケア児受入検討会の立ち上げが間に合わなかったため、既存の園長会議や保健会議を活用して入園受け入れの検討を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 保育園等利用児童とその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

医療的ケア児への理解促進を目的とした研修会の開催及び医療的ケア児受入検討会の実施により、公立保育園を中
心に１名以上の医療的ケア児の受け入れを目指します。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

C C B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要
発達に課題のある園児を早期に発見し，適切な療育につなげていくため，研修等を通じて保育職員の資質の向上を図るととも
に，児童発達支援センターなどの関係機関と連携を図りながら，定期的に巡回指導を活用していきます。

１　事業の概要

3153 Ⅲ－（１）－５３ 発達に課題のある園児への支援

令和5年度に実施した事業内容

○市内の認可保育園等５４施設のうち、障害児実技指導研修会（巡回指導）の希望があった４４施設に対して研修を実施し、障害児保育の資
質向上を図った。
○研修会を通じて発達の気になる園児については、ことばと発達の相談室に繋がるよう調整を図り、早期療育へと繋がるよう支援した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課（保育園）

２　事業の実施状況

事業対象者 支援を必要とする園児とその家庭
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要 障害のある子どもや発達に支援が必要な子どもの保護者同士の交流や学習を支援します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
障害児実技指導研修会（巡回指導）を継続して実施します。

１　事業の概要

3154 Ⅲ－（１）－５４ 保護者同士の交流や学習の支援

令和5年度に実施した事業内容

・親子通園や懇談会の機会を月１回のペースで実施し，保護者同士の交流の場を設けることができ，療育の学習会を実施することができまし
た。
・令和４年度には新型コロナウイルス感染症が流行し拡大防止の観点から，外部講師による講演会，手をつなぐ親の会ジュニア部との交流会
などの実施は出来なかったが，再開することができた。また，新型コロナウイルス以前と同様に，保護者会開催，全クラス参加の遠足の実
施，全体でのプール療育の再開をすることができ，保護者同士が顔の見える関係を築く機会になり，学習することができた。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 障害者支援課（児童発達支援センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 発達に何らかの支援を必要とする就学前の児童とその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　引き続き，親子通園や懇談会の時間を設け，保護者への学習会を実施する。
　その他，従前に実施していた外部講師による講演会や手をつなぐ親の会ジュニア部との交流会などにより，でき
る限り保護者が学習し，情報収集ができるような環境整備を行う。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要
障害のある子どもや発達に支援が必要な子どもの小学校への就学にあたり，関係機関と連携を図りながら，きめ細かな相談支
援を行います。

１　事業の概要

3155 Ⅲ－（１）－５５ 就学相談の実施（就学前児童）

令和5年度に実施した事業内容

・就学対象児について，引継ぎ資料を作成し，就学先の小学校（通常学級・特別支援学級・通級指導教室）特別支援学校への引継ぎを行っ
た。
・就学対象児への個別指導及び相談人数２33名，そのうち就学先の小学校へ191名，特別支援学校へ4名の引継ぎを行った。
・教育支援委員会への報告書　122通発行。
・八千代特別支援学校及び市内特別支援学級の学校見学会は個別に行われたが，学校体験を個別に案内し，職員が同行するなどして就学支援
を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 障害者支援課（児童発達支援センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 発達に何らかの支援を必要とする就学前の児童とその保護者
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要
障害のある児童・生徒や発達が気になる児童・生徒の早期発見に努めるとともに，関係機関と連携を図りながら，きめ細かな
就学相談を行い，一貫した支援に努めます。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　引き続き，市内特別支援学級や特別支援学校の学校体験等への同行，就学児童への個別相談等を行い，一貫した
支援を行っていく。

１　事業の概要

3156 Ⅲ－（１）－５６ 就学相談の実施（児童・生徒）

令和5年度に実施した事業内容

・就学相談に係る面談と検査の実施。
・八千代市における支援体制の説明
・就学における電話相談。
・子どもの発達に関する教育相談。
・関係機関との連携。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 指導課

２　事業の実施状況

事業対象者 就学相談を必要とする子どもとその家族
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

・就学相談に係る面談と検査の実施。
・八千代市における支援体制の説明
・就学における電話相談。
・子どもの発達に関する教育相談。
・関係機関との連携。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （１）障害のある子どもとその家庭への支援

事業概要
個別の教育支援計画等の作成や特別支援教育に関する研修を行うことで，教員の専門性を高めるなど障害のある児童・生徒や
家庭への支援体制の充実を図ります。また，障害のある児童・生徒とさまざまな人達との交流を推進します。

１　事業の概要

3157 Ⅲ－（１）－５７ 特別支援教育の充実

令和5年度に実施した事業内容

・新任通級担当者研修会
・特別支援学級介助員研修会
・特別支援教育支援員研修会
・特別支援学級合同作品展
・特別支援教育専門家チーム巡回相談
・特別支援学級等担当者研修会
・八千代市特別支援連携協議会
・特別支援教育講演会

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 指導課（学校）

２　事業の実施状況

事業対象者 教員，支援を必要とする子どもとその保護者
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （２）ひとり親家庭への支援

事業概要 ひとり親家庭の保育の必要性の認定において，優先利用などを検討し，ひとり親家庭の就労等を支援します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

・新任通級担当者研修会　　　　　　　・特別支援学級等担当者研修会
・特別支援学級介助員研修会　　　　　・八千代市特別支援連携協議会
・特別支援教育支援員研修会　　　　　・特別支援教育講演会
・特別支援学級合同作品展
・特別支援教育専門家チーム巡回相談

１　事業の概要

3258 Ⅲ－（２）－５８ 保育園や学童保育所の優先利用の検討

令和5年度に実施した事業内容

　学童保育所の入所審査において，ひとり親家庭である場合に調整指数として加点した。令和５年度４月入所の審査では，170人のひとり親
家庭の児童が入所し，入所できた割合は95.5％であった。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子育て支援課

２　事業の実施状況

事業対象者 小学校就学児童及びその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　調整指数による加点を継続します。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （２）ひとり親家庭への支援

事業概要 ひとり親家庭の保育の必要性の認定において，優先利用などを検討し，ひとり親家庭の就労等を支援します。

１　事業の概要

3258 Ⅲ－（２）－５８ 保育園や学童保育所の優先利用の検討

令和5年度に実施した事業内容

保育園等の入所審査において，ひとり親家庭について調整指数により加点をした。
令和６年４月の入園審査において２０世帯に加点をし，入所できた割合は９５％であった。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども保育課

２　事業の実施状況

事業対象者 ひとり親家庭
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （２）ひとり親家庭への支援

事業概要 母子・父子自立支援員が，生活，子育て，就労等の相談に対し，関係機関と連携し支援します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
調整指数による加点を継続します。

１　事業の概要

3259 Ⅲ－（２）－５９ ひとり親家庭への相談支援

令和5年度に実施した事業内容

　2名の母子・父子自立支援員が，習志野健康福祉センターや母子生活支援施設等の関係機関や生活支援課等関係各課と連携しながら，ひとり
親家庭等の抱えている問題を把握し，適切な助言及び情報提供を行った。

　母子・父子自立支援員による相談件数
　生活一般に関すること　　　　　　　　２87件
　児童に関すること　　　　　　　　　　　76件
　経済的支援・生活援護に関すること　　２54件
　その他　　　　　　　　　　　　　　　　２件

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課

２　事業の実施状況

事業対象者 ひとり親家庭等
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　2名の母子・父子自立支援員が，関係機関と連携しながら，ひとり親家庭等の抱えている問題を把握し，適切な助
言及び情報提供を行うことで，ひとり親家庭の生活の安定と自立を助け，児童の福祉の増進を図るため事業を継続
します。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （２）ひとり親家庭への支援

事業概要
ひとり親家庭の保護者に臨時的な仕事が入った時など，家庭生活支援員が，子どもの保育をはじめとした日常生活を支援しま
す。

１　事業の概要

3260 Ⅲ－（２）－６０ ひとり親家庭への日常生活支援

令和５年度に実施した事業内容

　ひとり親家庭に対し，家庭生活支援員が子どもの保育を行う支援を行った。

　家庭生活支援員派遣家庭数　　１１件
　利用延べ回数　　　　　　　５９６回

令和５年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課

２　事業の実施状況

事業対象者 ひとり親家庭等
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （３）生活困窮家庭への支援

事業概要
生活困窮世帯等の子どもに対し，学習意欲の向上，社会性の育成，将来設計の支援を実施し，子どもが安心して過ごせる居場
所づくりを行います。
また，保護者に対する生活相談，学習に関する相談，子どもの進路や奨学金等の相談や情報提供を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　ひとり親家庭の生活の安定と自立を助け，児童の福祉の増進を図るため事業を継続します。

１　事業の概要

3361 Ⅲ－（３）－６１ 子どもの学習・生活支援事業

令和5年度に実施した事業内容

１　学習支援及び生活支援事業を実施
・集団型個別指導を基本とし，中学生の高校進学，高校生の中退防止を目的とする。
・学習意欲の向上，社会性の育成，将来設計の支援，不登校や引きこもりへの支援（アウトリーチ）及び，居場所づくりを行う。
・保護者に対する生活相談，学習に関する相談，子どもの進路や奨学金等の相談及び公的支援等の情報提供を行う。

２   イベント実施
・もぐぴかゼミ（栄養士と歯科衛生士による，食育と口腔衛生に関する体験・参加型講義）
・勉強集中ゼミナール（夏休みと冬休みに，日中長時間の学習支援を提供）
・高校生への就職面接対策
・書初め

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 福祉総合相談課

２　事業の実施状況

事業対象者 生活困窮者世帯及び生活保護世帯の子どもとその保護者
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

生活困窮世帯及び生活保護世帯の子どもとその保護者に対し，学習支援及び生活支援事業を実施する。
また，効果的な事業運営を図るため，令和７年度より外部委託できるよう準備をしていく。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （３）生活困窮家庭への支援

事業概要 就学困難な児童・生徒の学用品費等を扶助することにより，就学の援助を図ります。

１　事業の概要

3362 Ⅲ－（３）－６２ 就学困難な児童・生徒への学用品等の援助

令和5年度に実施した事業内容

　対象者（要保護及び準要保護：小738人，中406，計1,144人）に対して、学用品費、校外活動費、修学旅行費等を支給し、扶助した。
また、新入学児童生徒学用品費（入学準備金）の前倒し支給については、申請者及び対象者（小76人，中121人，計197人）に入学準備金を
支給し、扶助した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 学務課

２　事業の実施状況

事業対象者 経済的な理由により就学をさせることが困難な児童生徒の保護者
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （３）生活困窮家庭への支援

事業概要 要保護及び準要保護児童・生徒に対する医療費を助成します。また，準要保護児童・生徒に対する給食費の助成を行います。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　前年度に引き続き，関係諸機関と連携し，正確な対象者の把握と適正な認定に努める。

１　事業の概要

3363 Ⅲ－（３）－６３ 就学困難な児童・生徒への給食費等の援助

令和5年度に実施した事業内容

・学校保健安全法施行令第８条に掲げる疾病に係る医療費について，各学校より申請があった児童・生徒に対し，医療券を発行し，窓口で保
護者が負担する金額を要保護は１０割，準要保護は健康保険等負担分を除いた３割相当分を負担することとしている。なお，令和５年度にお
いては医療券を１９枚発行し，７枚の使用実績となった。
・準要保護の認定を受けた児童・生徒の保護者に対し，認定日まで遡及した給食費の実費分を支給した。

医療券発行数　１９枚
医療券使用数　　７枚
給食費援助人数　1，１０３人（延べ数）

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 保健体育課

２　事業の実施状況

事業対象者
経済的理由により，就学困難と認められる学齢児童又は生徒の保護
者

過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　事業内容に変更はないが，引き続き就学援助制度の周知を図り，援助を必要とする児童生徒の保護者に助成を行
う。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （４）児童虐待の発生予防と早期発見から再発防止

事業概要 要保護児童対策地域協議会を活用した機関連携の仕組みと調整機関の機能強化に努めます。

１　事業の概要

3464 Ⅲ－（４）－６４ 要保護児童対策地域協議会の機能強化

令和5年度に実施した事業内容

　八千代市要保護児童対策地域協議会を開催。本協議会は，児童相談所，医療機関，警察署，保育所，学校等36の関係機関で構成され，要保
護児童等の早期発見やその適切な保護を図るため，当該児童等に関する情報や考え方を共有し適切な連携の下で対応していくことを目的とし
ている。

〇各機関の代表者からなる代表者会議を開催。前年度の活動及び年間計画についての報告と，こども家庭庁設置と改正児童福祉法に伴う要保
護児童対策地域協議会の役割等について，児童相談所より説明。要保護児童対策地域協議会の体制強化と家庭内性被害の早期発見・早期対応
の２点を重点取り組みとして承認を得た。
〇各機関の実務者からなる実務者会議を３回実施。第１回は，こども家庭庁設置と改正児童福祉法に伴う要保護児童対策地域協議会の役割等
について説明。第２回は，性的虐待の事例報告と「児童相談所における性的虐待の対応について」の講演。第3回は，「こどもの性被害の実際
と支援について」をテーマに講演を開催。
〇実務者会議に位置づけられる進行管理連絡部会を月１回行い，年12回開催。要保護児童等（特定妊婦含む）の支援の進行管理を行い，緊急
度・支援方針の確認を，児童相談所を含む13機関で行った。
〇必要に応じ，要保護児童等に係る関係機関を招集し支援方針を検討する個別支援会議を年14回開催。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課（子ども相談センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 要保護児童対策地域協議会委員
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （４）児童虐待の発生予防と早期発見から再発防止

事業概要
虐待に関する相談支援や対応が円滑に実施できるよう，職員の専門性を高めるための研修等の工夫を図るなど，虐待の相談援
助体制の充実強化を図ります。
また，相談に係る人員及び組織体制を実情に合わせて検討し，整備します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　要保護児童対策地域協議会　代表者会議１回・実務者会議３回・進行管理連絡部会１２回を開催する。
　協議会において，改正児童福祉法に伴う国等の動きの共有と，市の現状と課題を整理し，事例等を通して各機関
の役割を確認，連携強化を図る。

１　事業の概要

3465 Ⅲ－（４）－６５ 虐待に対する相談援助体制の充実強化

令和5年度に実施した事業内容

〇臨床心理士等によるスーパーバイズの実施
　子ども相談センター職員を対象として，困難事例等を中心に臨床心理士・社会福祉士によるスーパーバイズを実施。
〇県主催研修等への参加
　千葉県等が主催する相談の専門性向上に係る研修会等に子ども相談センター職員が年19回，述べ26人が参加。
〇研修の実施
　子ども相談センター職員，関係機関を対象に，子ども部合同研修として「どならないディスらない非暴力コミュニケーションの具体策『機
中八策』」についての研修を開催。また，要保護児童対策地域協議会第３回実務者会議において委員を対象に子どもの性被害に関する研修を
実施し子ども相談センター職員も参加した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課（子ども相談センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 子ども相談センター職員，子育て支援に係る機関等
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　千葉県等が主催する相談の専門性向上に係る研修会への参加と，月１回のスーパーバイズ等の勉強会を実施す
る。
　また，部内研修及び所内研修を外部講師により実施し，職員の専門性の向上に努める。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A B A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （４）児童虐待の発生予防と早期発見から再発防止

事業概要

児童虐待の背景には，養育者の心身の状態，経済問題，子どもの特性など，様々な要因があることを踏まえ，実情を把握し，
有効な福祉サービス等の資源につなげ，社会環境の調整を行います。
妊娠期から乳幼児期までの切れ目のない支援を進める「子育て世代包括支援センター」などの相談窓口との連携により，虐待
の未然防止や早期発見を図ります。
また，具体的に体罰・暴言に頼らない対応について，子育て講座などを開催し，虐待防止に取り組みます。

１　事業の概要

3466 Ⅲ－（４）－６６ 虐待防止対策

令和5年度に実施した事業内容

　関係機関との連携や，要保護児童対策地域協議会の開催により，要保護児童等に関する実情の把握，情報提供，相談等への対応，総合調整
を行った。
　「イライラをニコニコに変える子育てのコツ」をテーマに保護者向け講座を開催。延べ41名参加。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課（子ども相談センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 18歳未満の子どもとその家庭（特定妊婦を含む）
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （４）児童虐待の発生予防と早期発見から再発防止

事業概要 市の広報紙やポスター・リーフレット等により，虐待の防止や早期発見に関する広報・啓発を進めます。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　子育て世代包括支援センター等の関係機関との連携や，要保護児童対策地域協議会の開催により，要保護児童等
に関する実情の把握，情報提供，相談等への対応，総合調整を行う。
　また，体罰や暴言によらないしつけについて，子育て講座などを開催し，虐待防止に取り組む。

１　事業の概要

3467 Ⅲ－（４）－６７ 虐待予防の広報・啓発の充実

令和5年度に実施した事業内容

〇広報やちよ（10月１5日号）へ子ども虐待防止の特集記事を掲載。
〇11月の児童虐待防止推進月間において，市内関係機関・駅等約380か所へ児童虐待防止ポスターなどの啓発物を配布。
〇家庭訪問等の際，暴力・暴言によらないしつけの仕方や対処方法等の資料として，保護者に虐待防止リーフレットを配布。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 子ども福祉課（子ども相談センター）

２　事業の実施状況

事業対象者 すべての市民
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　地域の見守りや，関係機関の児童虐待対応を向上させるため，広報やちよへの特集記事の掲載，市内関係機関・
駅等約450か所へ児童虐待防止ポスターなどの啓発物を配布することにより啓発を行っていく。
　また，家庭訪問や面談の際，保護者等に虐待防止のリーフレットを配布する。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

A A A

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （５）外国籍の子どもや親への支援

事業概要
生活に役立つ情報の多言語化に努めるとともに，関係部署と連携し，メールなどによる情報配信を行います。
また，小・中学校の新1年生となる外国籍の親子に対し，学校制度の説明や学校生活に必要な情報の提供を行います。

１　事業の概要

3568 Ⅲ－（５）－６８ 外国籍の親子に対する子育てに必要な情報提供

令和5年度に実施した事業内容

生活に役立つ情報の多言語化に努めるとともに，関係部署と連携し，メール，ホームページ，多文化交流センターの掲示などによる情報発信
を行った。
また，小・中学校の新１年生となる外国籍の親子に対し，多文化交流センターと市役所で，説明会を実施し，学校制度や学校生活に必要な情
報の提供を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 シティプロモーション課

２　事業の実施状況

事業対象者 外国籍の親子
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （５）外国籍の子どもや親への支援

事業概要
多文化交流センター等において，幼稚園や保育園等の利用手続きなどに関する補助や，学校生活をしていく中で必要となる情
報の説明を行うなど，外国籍の保護者に対し，相談支援を行っていきます。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
「日本語を母語としない親子を対象とした学校制度等説明会」を継続し，外国籍の親子を支援する。

１　事業の概要

3569 Ⅲ－（５）－６９ 外国籍の親子に対する子育てに必要な相談支援

令和5年度に実施した事業内容

多文化交流センター等において，母子手帳，予防接種，幼稚園，保育園，学童保育等の利用手続きなどに関する補助や，学校生活をしていく
中で必要となる情報の説明を行うなど，外国籍の保護者に対し，相談支援を行った。また，子育ての情報や資料をあらかじめ翻訳するなど，
対応を円滑化した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 A

３　事業の計画

担当課 シティプロモーション課

２　事業の実施状況

事業対象者 外国籍の親子
過年度の
事業評価

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
関係部署と連携を図り，引き続き外国籍の保護者に対し相談支援を行う。
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整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

整理番号 事業番号 事業名

R2 R3 R4 R5 R6

B B B

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （５）外国籍の子どもや親への支援

事業概要 外国語が堪能な教育相談員が，外国籍の児童・生徒の学習を支援します。

１　事業の概要

3570 Ⅲ－（５）－７０ 外国籍の児童・生徒への学習面の支援

令和5年度に実施した事業内容

　外国人児童生徒等教育相談員を派遣し，外国籍等の日本語指導が必要な児童生徒に対し，日本語習得等の支援を行った。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 指導課（学校）

２　事業の実施状況

事業対象者 児童・生徒
過年度の
事業評価

八千代市子ども・子育て支援事業計画上の位置付け

基本目標 Ⅲ　さまざまな子どもや家庭への支援を充実します。

施策の方向 （５）外国籍の子どもや親への支援

事業概要 外国語が堪能な教育相談員が，外国籍の児童・生徒の日常生活及び学校生活を支援します。

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）
　日本語指導担当者等研修会を３回実施し，日本語指導担当者や相談員の資質向上を図る。

１　事業の概要

3571 Ⅲ－（５）－７１ 外国籍の児童・生徒への日常生活等の支援

令和6年度に計画してい
る事業内容（目標事業

量）

　外国人児童生徒等教育相談員を，学校の希望に応じて派遣する。各校にポケトークを３台配付し，日頃のコミュ
ニケーションや，授業理解の補助として活用できるようにする。

令和5年度に実施した事業内容

　外国人児童生徒等教育相談員を学校に派遣し，日常生活や学校生活になじめるよう個別に支援を行った。日本語の支援が必要な保護者に対
しては，面談の通訳を派遣した。

令和5年度の事業達成度
　A：達成　　B：達成できなかった部分があるが，達成できた部分の方が多い
　C：達成できた部分があるが，達成できなかった部分の方が多い　　D：未実施　　E：休止・廃止 B

３　事業の計画

担当課 指導課（学校）

２　事業の実施状況

事業対象者 児童・生徒，及び保護者
過年度の
事業評価
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３ 教育・保育に関する量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　　（市全域）

1号

教育希望が強い 左記以外

349人 1,883人

347人 2,055人

1,993人 288人 1,066人
― 21人 226人
― ― ―
― ― 6人

53人 7人 70人

2,046人 316人 1,368人

1,947人 288人 1,068人
前年度からの増減数 4人 ▲ 22人 41人

― 15人 232人
前年度からの増減数 ― ▲ 6人 139人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― 0人
前年度からの増減数 ― ― 0人

59人 3人 63人
前年度からの増減数 6人 ▲ 4人 ▲ 7人

2,006人 306人 1,363人
前年度からの増減数 10人 ▲ 32人 173人

▲ 40人 ▲ 10人 ▲ 5人

2号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要

特定教育・保育施設

　チャイルドタイム緑が丘エンゼルホーム

　　[３号認定（０歳）]　６人→３人（▲３人）

　　[３号認定（１・２歳）]　１３人→１６人（３人）

　チャイルドタイム八千代エンゼルホーム

　　[３号認定（０歳）]　６人→３人（▲３人）

　　[３号認定（１・２歳）]　１３人→１６人（３人）

確保内容
（前年度からの増

減内訳）

●閉園による減数

　はなしま幼稚園　認可定員　▲２７０

●既存施設の利用定員の変更（６施設）

　高津南保育園

　　[３号認定（０歳）]　１６人→３人（▲１３人）

　　[３号認定（１・２歳）]　３４人→３５人（１人）

　　[２号認定]　７０人→６０人（▲１０人）

　八千代台南保育園

　　[３号認定（０歳）]　１５人→０人（▲１５人）

　　[３号認定（１・２歳）]　３０人→４８人（１８人）

　　[２号認定]　４５人→３０人（▲１５人）

　エーワン緑が丘保育園

　　[２号認定]　３０人→４５人（１５人）

　高津幼稚園

　　[１号認定]　２１０人→１６５人（▲４５人）

　第二八千代幼稚園

　　[１号認定]　４４人→２４人（▲２０人）

　三愛幼稚園

　　[１号認定]　６０人→４５人（▲１５人）

●新設（９施設）

　日本国際学園大学村上幼稚園

　　[１号認定]　１５人

　ベアキッズ　八千代園

　　[３号認定（０歳）]　６人

　　[３号認定（１・２歳）]　２２人

　　[２号認定]　１４人

　RuRi緑が丘保育園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　RuRi勝田台保育園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　プチリックゆりのき台園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　プチリック八千代中央駅前園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　プチリック八千代緑が丘園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　プチリック緑が丘西園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　村上駅前保育園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

2,494人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

特定教育・保育施設

②－①

3,393人

令和5年度

確認を受けない幼稚園

特定地域型保育事業

2,402人

認定区分

3号

0歳

保育必要

1,413人
利用者数

（年度当初）
217人

量の見込み

特定地域型保育事業

確保方策

2,213人

249人 1,399人

1～2歳

保育必要

計（①）

2,232人

1,438人

1,478人
―

確保数

確認を受けない幼稚園

計（②）

上記

以外

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

1,380人
1,262人

▲ 366人

▲ 727人

▲ 65人

―
―

―

―
▲ 31人

535人
▲ 270人

1,420人

―

4,120人
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　　（市全域）

1号

教育希望が強い 左記以外

351人 1,889人

406人 2,141人
2,011人 289人 1,104人

― 21人 283人
― ― ―
― ― 0人

53人 7人 70人
2,064人 317人 1,457人
1,995人 289人 1,106人

前年度からの増減数 48人 1人 38人

― 18人 305人
前年度からの増減数 ― 3人 73人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― 0人
前年度からの増減数 ― ― 0人

60人 9人 61人
前年度からの増減数 1人 6人 ▲ 2人

2,055人 316人 1,472人
前年度からの増減数 49人 10人 109人

▲ 9人 ▲ 1人 15人②－① ▲ 872人

確保内容
（前年度からの増

減内訳）

●閉園による減数

　第二八千代幼稚園　▲24人

●既存施設の利用定員の変更（６施設）

　八千代台南保育園

　　[３号認定（２歳）]　１８人→３６人（１８人）

　　[２号認定（４歳）]　１５人→０人（▲１５人）

　緑が丘こひつじ保育園

　　[３号認定（０～２歳）]　２９人→５０人（２１人）

　　[２号認定（３～５歳）]　３１人→６０人（２９人）

　ベアキッズ八千代園

　　[２号認定（４歳）]　０人→１４人（１４人）

　まこと幼稚園

　　[２号認定（３～５歳）]　７０人→９０人（２０人）

　　[１号認定]　３００人→２４０人（▲６０人）

　エンゼルガーデン幼稚園

　　[１号認定]　１８０人→１５０人（▲３０人）

　三愛幼稚園

　　[１号認定]　４５人→３５人（▲１０人）

●新設（４施設）

　RuRi緑が丘第二保育園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　RuRi八千代中央保育園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　緑が丘みらい保育園

　　[３号認定（１・２歳）]　１９人

　スクルドエンジェル保育園八千代台園

　　[３号認定（０～２歳）]　１９人

確保数

特定教育・保育施設 1,314人
▲ 124人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 1,420人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 515人
▲ 20人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 3,249人
▲ 144人

確保方策

特定教育・保育施設 1,474人
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 1,380人

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 1,267人
企業主導型保育事業 ―

計（①） 4,121人

量の見込み 2,503人
2,240人

246人 1,435人

利用者数

（年度当初）
2,077人

2,547人
210人 1,493人

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要
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　　（阿蘇地区）

1号

教育希望が強い 左記以外

13人 80人

17人 101人

135人 17人 58人
― ― ―
― ― ―
― ― ―

― ― ―

135人 17人 58人

135人 17人 58人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 0人 0人
前年度からの増減数 ― 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 0人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

135人 17人 58人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

0人 0人 0人

1号

教育希望が強い 左記以外

13人 80人

9人 103人

135人 17人 58人
― ― ―
― ― ―
― ― ―

― ― ―

135人 17人 58人

135人 17人 58人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 0人 0人
前年度からの増減数 ― 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 0人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

135人 17人 58人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

0人 0人 0人②－① ▲ 50人

確保数

特定教育・保育施設 189人
▲ 24人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 0人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 20人
▲ 15人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 209人
▲ 39人

利用者数

（年度当初）
74人

112人
6人 43人

確保方策

特定教育・保育施設 189人
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 ―

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 70人
企業主導型保育事業 ―

計（①） 259人

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 95人
93人

10人 42人

208人

令和5年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 94人
93人

10人 41人

利用者数

（年度当初）
81人

118人
4人 43人

計（②）

②－①

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

計（①）

確保数

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

確保方策

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

278人

―

70人
―
―

▲ 30人

▲ 30人

248人

―

―
▲ 10人

35人
0人

0人
―

―
▲ 20人

213人
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　　（睦地区）

1号

教育希望が強い 左記以外

13人 86人

14人 34人

39人 3人 18人
― ― ―
― ― ―
― ― ―

― ― ―

39人 3人 18人

39人 3人 18人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 0人 0人
前年度からの増減数 ― 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 0人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

39人 3人 18人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

0人 0人 0人

1号

教育希望が強い 左記以外

12人 86人

13人 35人

39人 3人 18人
― ― ―
― ― ―
― ― ―

― ― ―

39人 3人 18人

39人 3人 18人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 0人 0人
前年度からの増減数 ― 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 0人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

39人 3人 18人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

0人 0人 0人②－① 0人

確保数

特定教育・保育施設 0人
0人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 0人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 0人
0人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 0人
0人

利用者数

（年度当初）
46人

48人
2人 17人

確保方策

特定教育・保育施設 ―
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 ―

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 ―
企業主導型保育事業 ―

計（①） 0人

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 84人
99人

6人 66人

65人

利用者数

（年度当初）
59人

48人
1人 17人

令和5年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

91人
99人

量の見込み

確保方策

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

計（①）

6人

―
―
―
―

0人

―

②－①

確保数

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

計（②）

―

―
0人

0人

0人

0人

0人

―

―
0人

0人
0人

0人
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　　（高津・緑が丘地区）

1号

教育希望が強い 左記以外

131人 686人

115人 892人

769人 105人 388人
― 15人 118人
― ― ―
― ― ―

51人 4人 30人

820人 124人 536人

775人 105人 390人
前年度からの増減数 19人 ▲ 7人 23人

― 9人 124人
前年度からの増減数 ― ▲ 6人 63人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

56人 3人 39人
前年度からの増減数 5人 ▲ 1人 9人

831人 117人 553人
前年度からの増減数 24人 ▲ 14人 95人

11人 ▲ 7人 17人

1号

教育希望が強い 左記以外

137人 689人

140人 947人

810人 106人 408人
― 15人 156人
― ― ―
― ― ―

51人 4人 30人

861人 125人 594人

818人 106人 410人
前年度からの増減数 43人 1人 20人

― 9人 162人
前年度からの増減数 ― 0人 38人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

60人 8人 36人
前年度からの増減数 4人 5人 ▲ 3人

878人 123人 608人
前年度からの増減数 47人 6人 55人

17人 ▲ 2人 14人②－① ▲ 230人

確保数

特定教育・保育施設 475人
0人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 180人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 140人
10人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 795人
10人

利用者数

（年度当初）
753人

1,087人
101人 601人

確保方策

特定教育・保育施設 520人
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 180人

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 325人
企業主導型保育事業 ―

計（①） 1,025人

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 973人
817人

95人 542人

528人

利用者数

（年度当初）
824人

1,007人
97人 576人

令和5年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

939人
817人

量の見込み

確保方策

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

計（①）

96人

320人
180人

―
520人

1,020人

―

②－①

確保数

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

計（②）

―

―
▲ 45人

475人

▲ 235人

▲ 19人

785人

―

―
26人

130人
0人

180人
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　　（大和田地区）

1号

教育希望が強い 左記以外

77人 420人

67人 429人

438人 86人 273人
― 3人 54人
― ― ―
― ― ―

― 2人 25人

438人 91人 352人

438人 86人 273人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 3人 54人
前年度からの増減数 ― 0人 38人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 12人
前年度からの増減数 0人 ▲ 2人 ▲ 13人

438人 89人 339人
前年度からの増減数 0人 ▲ 2人 25人

0人 ▲ 2人 ▲ 13人

1号

教育希望が強い 左記以外

72人 421人

73人 448人

438人 86人 273人
― 3人 54人
― ― ―
― ― ―

― 2人 25人

438人 91人 352人

438人 86人 273人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 3人 73人
前年度からの増減数 ― 0人 19人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 9人
前年度からの増減数 0人 0人 ▲ 3人

438人 89人 355人
前年度からの増減数 0人 0人 16人

0人 ▲ 2人 3人②－① ▲ 67人

確保数

特定教育・保育施設 150人
0人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 240人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 25人
0人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 415人
0人

利用者数

（年度当初）
474人

521人
50人 392人

確保方策

特定教育・保育施設 150人
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 200人

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 132人
企業主導型保育事業 ―

計（①） 482人

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 517人
493人

53人 306人

298人

利用者数

（年度当初）
513人

496人
62人 365人

令和5年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

552人
497人

量の見込み

確保方策

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

計（①）

54人

132人
200人

―
150人

482人

―

②－①

確保数

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

計（②）

―

―
0人

150人

▲ 67人

0人

415人

―

―
0人

25人
0人

240人
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　　（村上地区）

1号

教育希望が強い 左記以外

44人 243人

52人 212人

199人 45人 136人
― 0人 19人
― ― ―
― ― 0人

― ― ―

199人 45人 155人

199人 45人 136人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― 0人

前年度からの増減数 ― ― ▲ 6人

0人 0人 9人

前年度からの増減数 ▲ 1人 9人 ▲ 6人

199人 45人 145人
前年度からの増減数 ▲ 1人 9人 ▲ 12人

0人 0人 ▲ 10人

1号

教育希望が強い 左記以外

42人 244人

86人 207人

199人 45人 136人
― ― 19人
― ― ―
― ― 6人

― ― 9人

199人 45人 170人

199人 45人 136人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 0人 19人
前年度からの増減数 ― 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― 0人

前年度からの増減数 ― ― 0人

0人 0人 7人

前年度からの増減数 0人 0人 ▲ 2人

199人 45人 162人
前年度からの増減数 0人 0人 ▲ 2人

0人 0人 ▲ 8人②－① 180人

確保数

特定教育・保育施設 15人
0人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 1,070人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 105人
▲ 10人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 1,190人
▲ 10人

利用者数

（年度当初）
264人

293人
17人 179人

確保方策

特定教育・保育施設 30人
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 800人

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 180人
企業主導型保育事業 ―

計（①） 1,010人

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 298人
286人

28人 179人

174人

利用者数

（年度当初）
333人

264人
23人 164人

令和5年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

312人
287人

量の見込み

確保方策

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

計（①）

28人

180人
800人

―
15人

995人

―

②－①

確保数

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

計（②）

―
―

0人

0人

190人

5人

1,185人

―

―
5人

115人

0人

1,070人
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　　（八千代台地区）

1号

教育希望が強い 左記以外

50人 263人

41人 289人

331人 20人 139人
― ― ―
― ― ―
― ― ―

― ― ―

331人 20人 139人

279人 20人 139人
前年度からの増減数 ▲ 15人 ▲ 15人 18人

― 0人 0人
前年度からの増減数 ― 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 0人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

279人 20人 139人
前年度からの増減数 ▲ 15人 ▲ 15人 18人

▲ 52人 0人 0人

1号

教育希望が強い 左記以外

53人 264人

54人 303人

306人 20人 157人
― ― ―
― ― ―
― ― ―

― ― ―

306人 20人 157人

284人 20人 157人
前年度からの増減数 5人 0人 18人

― 3人 16人
前年度からの増減数 ― 3人 16人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 0人 0人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

284人 23人 173人
前年度からの増減数 5人 3人 34人

▲ 22人 3人 16人②－① ▲ 319人

確保数

特定教育・保育施設 335人
▲ 70人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 0人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 110人
0人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 445人
▲ 70人

利用者数

（年度当初）
314人

357人
16人 161人

確保方策

特定教育・保育施設 405人
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 ―

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 359人
企業主導型保育事業 ―

計（①） 764人

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 376人
317人

40人 218人

213人

利用者数

（年度当初）
312人

330人
17人 145人

令和5年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

358人
313人

量の見込み

確保方策

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

計（①）

41人

359人
―
―

405人

764人

―

②－①

確保数

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

計（②）

―

―
▲ 15人

405人

▲ 249人

▲ 15人

515人

―

―
0人

110人
0人

0人
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　　（勝田台地区）

1号

教育希望が強い 左記以外

21人 105人

32人 100人

82人 12人 54人
― 3人 35人
― ― ―
― ― ―

2人 1人 6人

84人 16人 95人

82人 12人 54人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 3人 35人
前年度からの増減数 ― 0人 19人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

2人 0人 8人
前年度からの増減数 0人 ▲ 1人 2人

84人 15人 97人
前年度からの増減数 0人 ▲ 1人 21人

0人 ▲ 1人 2人

1号

教育希望が強い 左記以外

22人 105人

31人 98人

82人 12人 54人
― 3人 35人
― ― ―
― ― ―

2人 1人 6人

84人 16人 95人

82人 12人 54人
前年度からの増減数 0人 0人 0人

― 3人 35人
前年度からの増減数 ― 0人 0人

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

― ― ―
前年度からの増減数 ― ― ―

0人 1人 9人
前年度からの増減数 ▲ 2人 1人 1人

82人 16人 98人
前年度からの増減数 ▲ 2人 1人 1人

▲ 2人 0人 3人

14人 80人

利用者数

（年度当初）
130人

132人
12人 89人

令和5年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

確保方策

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり保育等

企業主導型保育事業

計（①）

量の見込み

②－①

確保数

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

確認を受けない幼稚園

上記

以外

幼稚園の預かり事業等

企業主導型保育事業

計（②）

180人

148人
126人

180人

581人

―

201人
200人

―

0人

▲ 81人

▲ 47人

500人

―

―
▲ 47人

120人
0人

200人
―

―

【　参考　】令和6年度

認定区分

2号 3号

3歳以上

教育希望

3歳以上保育必要 0歳

保育必要

1～2歳

保育必要

量の見込み 160人
127人

14人 82人

利用者数

（年度当初）
152人

129人
18人 100人

確保方策

特定教育・保育施設 180人
特定地域型保育事業 ―
確認を受けない幼稚園 200人

上記

以外

幼稚園の預かり保育等 201人
企業主導型保育事業 ―

計（①） 581人

②－① ▲ 116人

確保数

特定教育・保育施設 150人
▲ 30人

特定地域型保育事業 ―
―

確認を受けない幼稚園 200人
0人

上記

以外

幼稚園の預かり事業等 115人
▲ 5人

企業主導型保育事業 ―
―

計（②） 465人
▲ 35人
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４ 地域子ども・子育て支援事業に関する量の見込みと確保方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

1,283人 1,286人 1,278人 1,266人 1,269人

1,663人 1,843人 1,838人 1,887人

3,324人 3,392人 3,417人 3,450人 3,468人

3,218人 3,268人 3,354人 3,510人

歳出 63,650,590円 66,354,306円 46,274,389円 60,750,342円

歳入 21,235,000円 33,645,000円 21,196,000円 18,476,000円

歳出 33,439,859円 31,988,317円 31,249,693円 35,571,658円

歳入 13,623,942円 10,511,000円 10,618,000円 9,750,000円

1,607人 1,689人 1,763人 2,052人 2,147人

1,555人 1727人 1,936人 2,045人

1,550人 1,740人 1,770人 2,010人 2,165人

1,585人 1750人 1,795人 1,985人

歳出 960,797,000円 740,877,000円 629,015,000円 966,390,000円

歳入 462,172,000円 411,152,000円 356,946,000円 552,127,000円

歳出 880,037,465円 758,490,808円 668,062,571円 995,690,725円

歳入 468,117,698円 422,825,800円 296,448,000円 486,128,000円

190,120人日 186,745人日 183,181人日 180,981人日 183,484人日

66,354人日 65,508人日 56,565人日 66,054人日

236,952人日 301,806人日 305,451人日 306,666人日 307,881人日

132,150人日 141,598人日 122,585人日 121,670人日

歳出 15,750,000円 17,493,000円 17,243,000円 24,094,000円

歳入 10,500,000円 11,662,000円 11,495,000円 16,063,000円

歳出 9,156,000円 11,101,000円 14,738,000円 17,116,000円

歳入 6,773,000円 8,511,000円 10,711,000円 12,097,666円

43,189人日 43,306人日 43,022人日 42,608人日 42,716人日

2,150人日 3,314人日 3,515人日 3,170人日

12,103人日 29,393人日 46,683人日 46,683人日 46,683人日

8,583人日 9,102人日 8,991人日 8,991人日

歳出 10,259,674円 23,271,000円 19,256,000円 22,478,000円

歳入 7,949,000円 15,514,000円 12,837,000円 14,984,000円

歳出 10,259,674円 14,009,874円 15,256,763円 14,640,394円

歳入 7,949,000円 10,861,000円 12,357,000円 9,760,000円

5,757人日 5,733人日 5,681人日 5,625人日 5,571人日

136人日 254人日 484人日 1,035人日

2,920人日 2,920人日 5,840人日 5,840人日 5,840人日

2,920人日 2,920人日 2,920人日 2,920人日

歳出 21,436,000円 21,436,000円 22,041,000円 22,400,000円

歳入 87,316,000円 90,006,000円 91,614,000円 154,000,000円

歳出 19,350,000円 10,041,000円 17,970,000円 22,400,000円

歳入 87,036,000円 92,448,000円 84,382,000円 86,722,000円

Ａ

Ｂ

Ｂ

事業実績及び確保状況等
評価

Ａ

事業名

2
放課後児童健全育成事業（学童保育所）

※地区別の詳細は別紙のとおり

学童保育所の新規開所，余
裕教室等の活用により，
190人の確保数を増やすこ
とはできたが，確保方策の
定員枠を確保することはで
きなかった。

実施状況

1 時間外保育事業（延長保育）

認可保育園・認定こども園５４
園中５３園において，朝7時か
ら夜7時までの12時間の保育を
実施。そのうち，公立保育園2
箇所で朝7時から夜8時までの
13時間の保育を実施した。小
規模保育事業所１３か所におい
ても，朝7時から夜7時までの
12時間の保育を実施した。
※事業実績の児童数について，
Ｈ２７年度から利用時間を各保
育園で決定することとしたため
民間保育園は延べ人数に平均利
用日数を除した人数で算出

Ｂ

量の見込み

申込者数

確保方策

確保数

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

4 病児保育事業

コロナ禍が明けたことによ
り，年間の延べ利用人数は
1,035人であったが，利用
制限の完全解除には至って
いない。

予算額

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

確保数

予算額

決算額
（見込額）

3-2 一時預かり事業（一般型）

延べ利用者数は前年度と比
較して減少。待機児童数の
改善に伴い，預け先がなく
一時預かりを利用していた
方の割合が減少したことも
要因の一つと考えられる。

3-1 一時預かり事業（幼稚園型Ⅰ）

当事業は幼稚園在園児童に
おける教育時間前後の預か
り保育である。実施園１８
園のうち，補助を活用して
いるのは８園である。

予算額

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

確保数

確保数

予算額

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

確保数

予算額

【評価】

Ａ：達成 Ｂ：おおむね達成 Ｃ：未達成 －：目標事業量の設定なし
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

事業実績及び確保状況等
評価事業名 実施状況

【評価】

Ａ：達成 Ｂ：おおむね達成 Ｃ：未達成 －：目標事業量の設定なし

2,834人日 2,811人日 2,782人日 2,753人日 2,708人日

1,236人日 1,433人日 1,938人日 1,646人日

3,877人日 3,877人日 3,877人日 3,877人日 3,877人日

1,236人日 1,433人日 1,938人日 1,646人日

歳出 4,760,000円 4,860,000円 4,860,000円 4,860,000円

歳入 3,172,000円 3,240,000円 3,240,000円 3,240,000円

歳出 6,522,107円 6,364,209円 6,463,619円 7,340,881円

歳入 3,240,000円 3,240,000円 4,308,000円 4,892,000円

146人日 149人日 150人日 149人日 148人日

0人日 0人日 0人日 0人日

150人日 150人日 150人日 150人日 150人日

0人日 0人日 0人日 32人日

歳出 477,000円 345,000円 345,000円 345,000円

歳入 158,000円 114,000円 228,000円 228,000円

歳出 ０円 ０円 ０円 ０円

歳入 ０円 ０円 ０円 ０円

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

歳出 11,910,665円 11,579,904円 15,412,996円 15,093,786円

歳入 8,123,000円 7,718,000円 12,843,000円 12,871,000円

歳出 13,103,111円 11,612,700円 13,158,285円 24,339,776円

歳入 7,636,000円 7,741,000円 10,965,000円 20,282,000円

45,835人回 46,986人回 47,296人回 46,956人回 46,535人回

10,652人回 13,061人回 13,241人回 19,579人回

60,650人回 60,650人回 60,650人回 60,650人回 60,650人回

16人回 18人回 22人回 149人回

歳出 42,419,000円 43,123,000円 49,257,000円 49,257,000円

歳入 28,278,000円 28,749,000円 32,838,000円 32,838,000円

歳出 74,917,872円 62,683,549円 67,304,610円 82,141,127円

歳入 28,236,000円 29,236,000円 35,046,000円 30,106,000円

1,509人 1,512人 1,512人 1,500人 1,480人

1,417人 1,380人 1,420人 1,277人

1,509人 1,512人 1,512人 1,500人 1,480人

66人 61人 57人 55人

歳出 7,722,093円 6,212,689円 6,212,689円 7,517,403円

歳入 5,148,000円 4,141,000円 4,141,000円 5,012,000円

歳出 7,509,631円 7,046,912円 7,087,276円 7,549,452円

歳入 5,006,000円 4,140,000円 4,724,000円 5,032,000円

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

6
子育て短期支援事業
（ショートステイ）

本事業の委託先が新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響
により受け入れを中止して
いたが，令和５年10月16日
から受け入れを再開した。
利用の申し込みはあった
が，利用までには至らな
かった。受け入れ再開にあ
たり，市民への周知を強化
していく必要がある。

Ｃ

量の見込み

事業実績

確保方策

確保数

予算額

量の見込み（母子保健型）

確保方策（母子保健型）

5
子育て援助活動支援事業
（ファミリー・サポート・センター事業）

コロナ禍が明けたことや，
令和6年1月に「子ども子育
て支援複合施設ハルモニ
ア」へ移転したことによ
り，会員数増につながっ
た。今後は謝礼金額を改定
するなど協力会員増を図
る。

9 乳児家庭全戸訪問事業

当初計画の人口推計の０歳
人口は1,500人であった
が，出生数が1,319人と下
回ったことから実績は見込
み数を下回った。

量の見込み

事業実績

確保方策

確保内容

予算額

決算額
（見込額）

7 利用者支援事業

子ども保育課窓口，すてっ
ぷ21大和田，母子保健課で
実施。子育て家庭に対し，
様々なニーズに合った相
談，情報提供等を実施でき
た。

量の見込み（基本型・特定型）

確保方策（基本型・特定型）

確保数（母子保健型）

予算額

決算額
（見込額）

確保数（基本型・特定型）

8 地域子育て支援拠点事業

令和5年3月13日から，予約
制を廃止し，保育園併設の
地域子育て支援センターも
全て再開した。
また，令和6年1月15日から
すてっぷ21大和田が子ども
子育て複合施設ハルモニア
へ移転したことで，市内全
域の利用者が増加した。

予算額

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

確保数

決算額
（見込額）

予算額

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

確保数
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

事業実績及び確保状況等
評価事業名 実施状況

【評価】

Ａ：達成 Ｂ：おおむね達成 Ｃ：未達成 －：目標事業量の設定なし

311人回 311人回 309人回 306人回 307人回

347人回 241人回 376人回 605人回

311人回 311人回 309人回 306人回 307人回

15人回 15人回 14人回 19人回

歳出 3,910,247円 2,732,331円 2,732,331円 3,052,500円

歳入 1,972,000円 1,821,000円 1,821,000円 2,036,000円

歳出 3,725,886円 3,047,506円 3,701,283円 4,003,458円

歳入 1,850,000円 1,820,000円 2,005,000円 2,668,000円

21,126人回 21,168人回 21,168人回 21,000人回 20,720人回

16,774人回 18,517人回 16,766人回 16,882人回

21,126人回 21,168人回 21,168人回 21,000人回 20,720人回

医療機関の委託（県内・県外） 医療機関の委託（県内・県外） 医療機関の委託（県内・県外） 医療機関の委託（県内・県外）

歳出 137,080,500円 137,517,000円 137,340,000円 141,700,000円

歳入 ０円 ０円 ０円 ０円

歳出 129,952,445円 144,970,818円 135,863,941円 139,011,140円

歳入 ０円 ０円 ０円 ０円

平成28年度より，多様な
事業者の参入促進・能力
活用事業のうち，認定こ
ども園特別支援教育・保
育経費事業を新規補助事
業として開始したが，補
助要件を満たす認定こど
も園が無かったため，事
業自体は未実施である。

平成28年度より，多様な
事業者の参入促進・能力
活用事業のうち，認定こ
ども園特別支援教育・保
育経費事業を新規補助事
業として開始したが，補
助要件を満たす認定こど
も園が無かったため，事
業自体は未実施である。

平成28年度より，多様な
事業者の参入促進・能力
活用事業のうち，認定こ
ども園特別支援教育・保
育経費事業を新規補助事
業として開始したが，補
助要件を満たす認定こど
も園が無かったため，事
業自体は未実施である。

平成28年度より，多様な
事業者の参入促進・能力
活用事業のうち，認定こ
ども園特別支援教育・保
育経費事業を新規補助事
業として開始したが，補
助要件を満たす認定こど
も園が無かったため，事
業自体は未実施である。

歳出 783,600円 783,600円 783,000円 783,600円

歳入 522,000円 522,000円 522,000円 522,000円

歳出 ０円 ０円 ０円 ０円

歳入 ０円 ０円 ０円 ０円

低所得者や多子世帯等の
要件に該当した場合，給
食費のうち副食費が免除
される（上限有)。

低所得者や多子世帯等の
要件に該当した場合，給
食費のうち副食費が免除
される（上限有)。

低所得者や多子世帯等の
要件に該当した場合，給
食費のうち副食費が免除
される（上限有)。

低所得者や多子世帯等の
要件に該当した場合，給
食費のうち副食費が免除

される（上限有)。

歳出 18,576,000円 18,252,000円 2,904,000円 2,758,800円

歳入 12,384,000円 12,168,000円 1,936,000円 1,838,000円

歳出 4,320,000円 ０円 2,486,889円 2,157,553円

歳入 7,632,000円 ０円 2,568,000円 1,638,000円

Ａ

Ａ

11 妊婦健康診査事業

量の見込みに対し，実績は
下回っているが，妊娠届出
件数が計画当初より減少し
ていることが，影響してい
ると考える。予算額

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

確保内容

10 養育支援訪問事業

妊娠期・乳幼児期の事業を
通じて養育支援が必要な家
庭の把握と早期支援を実施
した。要保護児童対策地域
協議会の特定妊婦，虐待，
要支援家庭など，養育支援
が必要な家庭に対し訪問指
導を行った。

予算額

決算額
（見込額）

量の見込み

事業実績

確保方策

確保数

Ａ

―

13 実費徴収に係る補足給付を行う事業

未移行幼稚園在園児におけ
る副食費について，保護者
が低所得者であったり，他
市世帯の要件に該当した場
合に，保護者が支払った金
額（上限4,700円）を償還
払いで給付する。

12
多様な主体が本制度に参入することを促進す
るための事業

新規参入を検討する事業
者，支援が必要な子どもを
新たに受け入れた認定こど
も園共に申し出がなく，未
実施となった。

予算額

決算額
（見込額）

予算額

決算額
（見込額）

実施内容

実施内容
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放課後児童健全育成事業（学童保育所）　地区別詳細（令和6年度については参考）

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

1,607 1,689 1,763 2,052 2,147
１年生 547 557 571 631 609
２年生 458 512 521 576 592
３年生 368 386 432 446 479
４年生 165 170 179 265 308
５年生 50 40 41 97 118
６年生 19 24 19 37 41

1,555 1,751 1,936 2,045 2,208
１年生 557 583 629 676 664
２年生 449 501 546 592 656
３年生 361 360 406 440 503
４年生 136 223 248 244 282
５年生 44 60 85 77 81
６年生 8 24 22 16 22

1,550 1,740 1,770 2,010 2,165
1,585 1,750 1,795 1,985 2,230

35 10 25 ▲25 65

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

54 62 67 81 77
１年生 20 22 23 23 18
２年生 15 20 21 16 19
３年生 11 15 16 20 15
４年生 6 4 6 12 13
５年生 2 1 1 8 8
６年生 0 0 0 2 4

72 86 75 70 76
１年生 23 30 18 21 19
２年生 18 23 21 12 21
３年生 9 18 19 17 13
４年生 12 5 12 15 14
５年生 7 7 3 3 7
６年生 3 3 2 2 2

80 80 80 110 110
90 90 110 110 110
10 10 30 0 0

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

226 233 228 291 295
１年生 77 72 65 82 72
２年生 67 72 67 80 80
３年生 51 56 61 68 73
４年生 23 24 26 46 54
５年生 6 6 6 12 13
６年生 2 3 3 3 3

248 249 283 258 271
１年生 77 74 85 87 79
２年生 72 68 79 75 86
３年生 71 54 64 60 62
４年生 35 42 44 31 27
５年生 9 10 9 4 15
６年生 1 1 2 1 2

230 230 230 290 290
230 230 230 290 290

0 0 0 0 0

市
全
域

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①

阿
蘇
地
区

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①

村
上
地
区

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①
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放課後児童健全育成事業（学童保育所）　地区別詳細（令和6年度については参考）

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

33 34 37 37 41
１年生 12 11 12 13 14
２年生 8 12 11 10 13
３年生 9 6 10 12 10
４年生 4 4 3 2 4
５年生 0 1 1 0 0
６年生 0 0 0 0 0

22 29 35 43 53
１年生 8 11 10 11 17
２年生 9 9 13 11 15
３年生 5 7 9 14 8
４年生 0 0 3 6 9
５年生 0 0 0 1 3
６年生 0 0 0 0 1

30 35 40 50 50
30 30 30 50 50

0 ▲ 5 ▲ 10 0 0

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

515 519 522 482 479
１年生 165 161 164 146 143
２年生 148 153 151 141 125
３年生 122 125 129 100 110
４年生 55 56 58 59 65
５年生 18 14 14 30 27
６年生 7 10 6 6 9

436 466 484 502 525
１年生 157 156 165 165 154
２年生 142 133 128 156 149
３年生 91 110 98 103 135
４年生 41 49 71 50 63
５年生 5 15 17 25 13
６年生 0 3 5 3 11

390 485 495 480 480
410 470 460 480 495

20 ▲ 15 ▲ 35 0 15

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

407 442 493 680 767
１年生 141 156 475 220 238
２年生 117 131 146 192 211
３年生 90 98 111 138 159
４年生 42 42 46 82 98
５年生 12 9 10 32 44
６年生 5 6 5 16 17

476 520 613 688 759
１年生 164 183 207 236 248
２年生 134 146 172 197 227
３年生 100 102 120 141 162
４年生 62 62 72 81 93
５年生 13 20 32 24 24
６年生 3 7 10 9 5

450 500 500 635 780
455 550 585 645 800

5 50 85 10 20

睦
地
区

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①

大
和
田
地
区

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①

高
津
・
緑
が
丘
地
区

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①
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放課後児童健全育成事業（学童保育所）　地区別詳細（令和6年度については参考）

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

234 257 264 296 300
１年生 82 89 81 89 79
２年生 67 78 82 82 87
３年生 54 56 66 69 65
４年生 21 25 26 39 46
５年生 7 6 6 10 17
６年生 3 3 3 7 6

252 255 278 298 318
１年生 87 84 88 92 89
２年生 55 74 87 88 91
３年生 65 42 57 70 76
４年生 26 43 26 37 49
５年生 16 6 17 10 13
６年生 3 6 3 1 0

220 260 270 280 290
220 230 230 260 305

0 ▲ 30 ▲ 40 ▲20 15

単位：人
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

138 142 152 185 188
１年生 50 46 51 58 45
２年生 36 46 43 55 57
３年生 31 30 39 39 47
４年生 14 15 14 25 28
５年生 5 3 3 5 9
６年生 2 2 2 3 2

148 148 168 186 206
１年生 48 45 56 64 58
２年生 31 48 46 53 67
３年生 43 27 39 35 47
４年生 17 22 20 24 27
５年生 9 2 7 10 6
６年生 0 4 0 0 1

150 150 155 165 165
150 150 150 150 180

0 0 ▲ 5 ▲15 15

八
千
代
台
地
区

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①

勝
田
台
地
区

量の見込み

申込者数

確保方策①
確保数②

過不足②－①
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